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発行に寄せて 

 

日本で初めて花粉症患者の存在が報告されたのは、今からわずか四十数年前で

すが、現在では、花粉症は国民病とも言われるほど多くの人を悩ます疾患とな

っています。 
東京都では、昭和 58 年度に花粉症対策に本格的に着手して以来、患者調査や
飛散花粉の観測、花粉予報等を先駆的に行ってきました。 
平成 17年度には、都庁内関係 14局による「東京都花粉症対策本部」を設置し、
保健･医療対策、花粉発生源対策など総合的な対策を推進しています。具体的な

取り組みとしては、スギ花粉症の舌下減感作療法の臨床研究、花粉自動測定・

予報システムの導入など花粉症の予防・治療対策を進めるとともに、多摩地域

から発生するスギ花粉の量を 10年間で 2割減少させることを目標に「花粉の少
ない森づくり運動」等の事業を展開しています。 
本調査は、花粉症の予防・治療対策の一環として、平成 18 年度に都内の花粉
症患者の実態を調査したものです。 
東京都では、大田区、調布市、あきる野市（旧秋川市）を調査対象地区とし、

過去 2回（第１回：昭和 58～62年度、第２回：平成 8年度）実態調査を行い、
都内のスギ花粉症有病率を推計しています。 
今回、3回目の調査を実施し、花粉症有病率が前回調査時より上昇しているこ
とや、地域や年代別の花粉症有病率の状況に関する新たな知見が得られました。

今回明らかになった花粉症の実態を、今後の都における花粉症対策に有効に活

用していきたいと考えております。 
最後になりましたが、調査にご協力いただきました対象者及び家族の方々、区

市の関係者の皆様に心から感謝を申し上げます。また、本報告書をまとめるに

あたり、御指導いただきました東京都花粉症対策検討委員会の委員の皆様並び

に遠藤朝彦先生に、厚くお礼申し上げます。 
 
平成 19年 9月 

東京都福祉保健局 
健康安全室長  桜山 豊夫 
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１ はじめに 
 
東京都は、これまでに 2度の花粉症患者実態調査を実施し、昭和 58年度から 62年度に
わたる第 1回調査では都民の約 10人に 1人が、また平成 8年度に実施した第 2回調査で
は都民の約 5人に 1人がスギ花粉症患者であるという結果が出ており、この約 10年の間
にスギ花粉症有病率が 2倍に増加したことが明らかになった。 
前回の第 2 回調査から 10 年が経過したが、その間花粉飛散数は増加傾向にあり、花粉
症による健康影響、社会的損失についての社会的関心もさらに高まっている。 
そこで、最新の花粉症有病率及び花粉症患者の地域・年代別の状況等を明らかにすると

ともに、前 2回の調査結果と比較した花粉症患者の現状を分析するために、東京都は平成
18年度に第 3回花粉症患者実態調査を行った。 

 
 
 

２ 調査概要 
 
（１）アンケート調査 

都内 3区市（あきる野市、調布市、大田区）の前 2回の調査と同一の地区に居住する
者を調査対象として、無作為抽出した 3,600 人の都民に調査票を送付し、留置回収法
等によるアンケート調査を行った。 

 
（２）花粉症検診 

（１）のアンケート回答者の中から、季節性の花粉症症状を示した者を抽出し、専門

医（耳鼻咽喉科及び眼科）による検診と血清中特異的 IgE抗体検査（CAP-RAST法）
を行い、花粉症有病者の判定を行った。 

 
（３）飛散花粉数測定 

花粉症検診と併せて、平成 19年春の調査対象 3区市における飛散花粉数の測定を行
った。 
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３ 調査方法 
 
３－１ アンケート調査 
（１）調査期間 

平成 18年 10月～11月 
 

（２）調査地区 
第 1回調査及び第 2回調査と同じ地区を調査地区とした（図１）。 

  ア あきる野市 
    秋川地区（旧秋川市の全域） 

： 雨間、野辺、小川、小川東一丁目～三丁目、二宮、二宮東一丁目～三丁目、平沢、
平沢東一丁目、切欠、草花、菅生、瀬戸岡、原小宮、引田、渕上、上代継、下代

継、牛沼、油平、秋川一丁目～六丁目、秋留一丁目～五丁目 
 

  イ 調布市 
多摩川一丁目～七丁目、布田一丁目～六丁目、下石原一丁目～三丁目、 
小島町一丁目～三丁目 

 
    ウ 大田区 

西蒲田一丁目～八丁目、東矢口一丁目～三丁目、多摩川一丁目～二丁目、 
新蒲田一丁目～三丁目 

 
（３）調査対象者の抽出 

調査地区において、各 1,200人、計 3,600人を無作為抽出した。 
 

（４）調査方法 
調査概要（資料１）及び花粉症アンケート調査票（資料２）を郵送し、過去 2回の調
査と同様に留置回収法を原則として調査を行った。ただし、今回の調査では、調査対

象者が郵送による回収方法も選択できるようにした。 
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３－２ 花粉症検診 
（１）検診会場及び実施日 

検診会場及び実施日を表１に示す。 
表１ 花粉症検診会場・実施日 

 検診会場 実施日 
あきる野市 秋川ふれあいセンター 平成 19年 3月 18日（日） 
調 布 市 調布市保健センター 平成 19年 3月 4日（日） 
大 田 区  大田区民センター 平成 19年 3月 11日（日） 

 
 
（２）検診内容 

鼻鏡検査、眼科検診、血清中特異的 IgE 抗体検査（CAP-RAST 法）「スギ、ヒノキ、
ブタクサ、カモガヤ、ダニ１（ヤケヒョウヒダニ、以下「ダニ」という。）」及び症状

の聞き取りを行った（資料３「花粉症検診票」）。 
 
 

（３）検診対象者の抽出 
アンケートの有効回答者のうち、「くしゃみ」「鼻みず」「鼻づまり」「目のかゆみ」の

症状があり、なおかつスギ、ヒノキ、カモガヤ、ブタクサの花粉飛散時期（2～5 月と
7～10月）に症状のあるものを「花粉症の疑いあり」とし、検診対象者として抽出した。
条件の詳細は表２のとおり。 

 
表２ 検診対象者抽出の条件 

条件Ａ（質問 1～4）のいずれかを満たし、かつ条件Ｂを満たすものを対象とした。 

質問１ 
回答 2：1日 10回以上「くしゃみ」発作あり 
回答 3：1日 9～5回「くしゃみ」発作あり 

質問 2 
回答 2：1日 10回以上鼻をかむ 
回答 3：1日 9～5回鼻をかむ 

質問 3 
回答 2：鼻づまりが非常に強く、口呼吸が 1日のうち、かなりの時間あり
回答 3：鼻づまりが強く、口呼吸が 1日のうち時々あり 

Ａ 

質問 4 回答 2：「目のかゆみ」あり 

Ｂ 質問 23 
最近 1年間のうち症状のあった月に 
2，3，4，5，7，8，9，10月が含まれている 
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（４）スギ花粉症の有病判定 
検診受診者中のスギ花粉症の有病判定を下記のとおり行った。 
血清中スギ特異的 IgE 抗体検査（以下「スギ抗体検査」とする。）結果が陽性（クラ
スが 2 以上）の受診者のうち、検診当日に花粉症症状を呈していた者または花粉症症
状を抑える医薬品を使用していた者を、スギ花粉症「有病」と判定した。 

 
なお、過去の調査における有病判定条件は以下のとおりである。 
第 1回調査：RAST法を用いてスギ抗体検査を行い、クラス１以上の者 
第 2 回調査：CAP-RAST 法を用いてスギ抗体検査を行い、スギ抗体検査結果がク

ラス２以上であり、検診当日に花粉症症状を呈していた者 
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３－３ スギ花粉症有病率の算出 
（１）各調査対象区市における有病率の算出（表３、表４） 

有病率の算出は過去の調査と同様の方法で行った。算出方法は以下のとおりである。 
 

【各調査対象区市における年齢区分別の有病率の算出】 
① 受診者中の有病率を算出。 
② 検診対象者として抽出した者全体の有病率も①と同じものとして、検診対象者中の
推定有病者数を算出。 

③ ②で算出した人数を、アンケート回答者中の有病者数と考え、アンケート回答者中
の有病率を算出。 

④ ③の有病率に、調査対象区市の各年齢区分別人口を乗じて、調査対象区市での推定
有病者数を算出。 

⑤ ③の有病率に都全体の各年齢区分別人口を乗じて、標準化後(※)の有病者数を算出。 
※ここでは、各調査対象区市の年齢区分別人口の比が、東京都の年齢区分別人口の比と同様

になるように処理することを標準化とする。 

 

【調査対象区市の有病率の算出】 
⑥ ④の有病者数の合計を、調査対象区市人口の合計で割り、標準化前の有病率を算出。 
⑦ ⑤の有病者数の合計を、都人口の合計で割り、標準化後の有病率を算出。 
なお、本調査では調査対象区市間の比較を行うために、標準化後の有病率を用いるこ

ととする。 
表３ 有病率の算出方法（その１） 

年齢区分 東京都 
人口 

対象区市
人口 

アンケート
回答者数

検診 
対象者数

受診者数 有病 
判定者数 

0～14歳 A B C D E F 
・・・             

合計 ΣA ΣB         

 

表４ 有病率の算出方法（その２） 

年齢区分 
検診対象 
者の推定 
有病率(※) 

検診対象
者の推定
有病者数 

回答者
の推定 
有病率 

対象区市
推定 
有病者数

標準化推
定有病者
数(都) 

標準化前
対象区市
有病率 

標準化後
対象区市
有病率 

①G ②H ③I ④J ⑤K     
0～14歳 

（＝F／E） （＝D×G）（＝H／C）（＝B×I）（＝A×I）    
・・・               

合計       ΣJ ΣK   
平均      ⑥ΣJ/ΣB ⑦ΣK/ΣA

※受診者中の有病率＝検診対象者中の推定有病率と考える。 
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（２）都内の推定有病率の算出 
各調査対象区市の有病率が、それぞれ属する地域の有病率であるとして都内の推定有

病率を算出した。 
なお、本調査では地域の区分は、前回調査と同様とした。詳細は表５に示す。 
また、島しょ地区についてはスギ、ヒノキ科花粉の飛散による影響がその他の地区に

比較して小さいと考えられるため、今回の調査においても対象としなかった。 
 

表５ 調査対象区市と所属地域 
調査対象区市 所属地域 地域内 区市町村 

あきる野市 
西多摩 
及び南多摩 

青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、
檜原村、奥多摩町、八王子市、町田市、日野市、多摩市、
稲城市 

調布市 北多摩 
立川市、武蔵野市、三鷹市、府中市、昭島市、調布市、 
小金井市、小平市、東村山市、国分寺市、国立市、狛江市、
東大和市、清瀬市、東久留米市、武蔵村山市、西東京市 

大田区 区部 23 区 

 

（３）各年齢区分における都内の推定有病率の算出 
各調査対象区市の年齢区分別の有病率が、それぞれ属する地域の年齢区分別の有病率

であるとして、（２）と同様に、各年齢区分における都内の推定有病率を算出した。 

 

 
３－４ 飛散花粉数測定 

測定場所、測定期間は表６のとおり。測定方法は、ダーラム法により飛散花粉を捕集

し、ゲンチアナバイオレット－グリセリンゼリーで染色を行った後、光学顕微鏡によ

りスギ、ヒノキ科花粉の計測を行った。 
 

表６ 飛散花粉数測定 
調査対象区市 測定場所 測定期間 過去の花粉測定状況 

あきる野市 秋川地域センター
平成 19年 1月 4日～ 
平成 19年 5月 14日 

秋川保健所にて 
S60.4～H16.4、測定終了 

調布市 調布市役所 平成 19年 1月 22日～ 
平成 19年 5月 14日 

狛江調布保健所にて 
S60.4～H16.4、測定終了 

大田区 大田東地域行政セ
ンター 

平成 19年 1月 4日～ 
平成 19年 5月 14日 

同測定場所にて 
S60.4～ 測定継続中 
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４ 結果 
 
４－１ アンケート調査結果 
（１）回答率 

アンケート調査の対象者数、アンケート回収率及び年齢区分別の回答者数は表７～ 

１０のとおりである。アンケートの回収率は 58.0％で、第 1回調査の 74.6％より低か
ったが、第 2 回調査の 58.4％とほぼ同程度であった。調査対象区市別では、調布市が
50.2％、大田区が 55.5％であったのに対し、あきる野市が 68.2％と他区市に比べ高い
回収率であった。 

 

表７ 東京都及び調査対象区市の年齢区分別人口（平成 19年 1月 1日現在） 
  東京都（※） あきる野市 調布市 大田区 
年齢 男 女 合計 男 女 男 女 男 女 

0～14歳 748,455 712,932 1,461,387 5,976 5,612 13,421 12,838 39,017 36,934
15～29歳 1,165,230 1,089,500 2,254,730 6,850 6,378 21,783 19,923 61,857 56,811
30～44歳 1,621,408 1,492,985 3,114,393 9,031 8,063 29,805 27,294 88,229 78,692
45～59歳 1,239,157 1,181,749 2,420,906 8,169 8,006 20,148 19,514 70,367 63,261
60歳以上 1,356,737 1,731,099 3,087,836 10,259 11,837 21,396 27,678 75,068 94,424

計 6,130,987 6,208,265 12,339,252 40,285 39,896 106,553 107,247 334,538 330,122
※年齢不明者の男 4人、女 3人、計 7人を含んでいない。     

 
 

表８ アンケートの抽出率（人口は平成 19年 1月 1日現在） 
  あきる野市 調布市 大田区 合計 
調査地区人口（※） 58,228 41,857 56,518 156,603 
アンケート対象者数 1200 1200 1200 3,600 
抽出率 2.1% 2.9% 2.1% 2.3% 

※対象地区は「３－１ （２）調査地区」のとおり 
 
 

表９ アンケート回収率 
 
 
 
 
 
 

       あきる野市 調布市 大田区 合 計 
対象者数 1,200 1,200 1,200 3,600 
有効配布数 1,165 1,156 1,150 3,471 
有効回答数 794 580 638 2,012 
回収率（％） 68.2 50.2 55.5 58.0 
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表１０ 年齢区分別のアンケート回答者数 
 あきる野市 調布市 大田区 合計 
 男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計  

0～14歳 68 60 128 36 39 75 30 31 61 264 
15～29歳 53 69 122 52 49 101 49 60 109 332 
30～44歳 76 92 168 74 80 154 84 76 160 482 
45～59歳 78 77 155 50 66 116 68 76 144 415 
60歳以上 112 109 221 55 79 134 72 92 164 519 

計 387 407 794 267 313 580 303 335 638 2,012 

 
 
 
（２）アンケート結果 

アンケートの集計結果については資料４に示す。また、結果の概要は以下のとおりで

ある。 
・ 最近 1年間に鼻、目、のどの症状（くしゃみ、鼻みず、鼻づまり、目のかゆみ、目
の充血、のどのかゆみ）のあった人の割合を調べたところ、最も高かったのは「鼻

みず」の症状で 60.1％、最も低かったのは「のどのかゆみ」の症状で 23.1％であっ
た。 

・ 症状が最も起こりやすい季節については、「春」という回答が最も多かった。 
・ 最近一年間（平成 17年 11月～平成 18年 10月）で症状の起きた月についてたずね
たところ、平成 18年 3月をピークとして 2月～5月で多かった。 

・ アレルギーの既往歴のある人で、今までに検査を受けたことのある人は 53.0%であ
った。そのうち、検査の結果判明した原因物質として最も多かったものは「花粉」

であった。 
・ 上記の検査を受けたことのある人のうち、原因物質に花粉が含まれていると答えた

人に対して薬の使用状況をたずねたところ、「（使用）なし」と答えた人は 22.1％、
「市販の薬（鼻炎薬、点鼻薬、点眼薬など）を使用している」人は 22.4％、「医療
機関で処方された薬を使用している人」は 55.5％であった。 

・ 薬を使用している人のうち、「症状が出たら」使い始める人は 71.2％、「症状が出
る前から」使い始める人は 28.8％であった。 

 



 10

４－２ 花粉症検診結果 
（１）花粉症検診対象者の抽出 

アンケート回答者 2,012人のうち、花粉症の疑いがみられた 794人を検診対象者とし
て抽出した。なお、各調査対象地区における、アンケート回答者中の検診対象者の割

合（抽出率）はそれぞれ 37.1％～40.9％で、区市間で大きな違いはなかった（表１１）。 
 
 
（２）受診者数 

花粉症の疑いのある 794人に花粉症検診の受診を依頼したところ、349人から申し込
みがあり、そのうち 289 人が来場した。なお、来場したが、採血を行わなかった者も
いたため、ここでは、採血を実施した 281人を受診者とする。 
また、調査対象区市別では、アンケートの回収率の最も高かったあきる野市が、検診

についても最も受診者数が多かった（表１１）。 
 
 

表１１ 検診受診者数 
 あきる野市 調布市 大田区 合計 
アンケート回答者数 794 580 638 2012 
検診対象者数 325 232 237 794 
対象者の抽出率 40.9% 40.0% 37.1% 39.5% 
申込者数 151 102 96 349 
来場者数 133 82 74 289 
受診者数 128 80 73 281 
受診率（※） 39.4% 34.5% 30.8% 35.4% 

※受診率＝受診者数／検診対象者 
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（３）スギ花粉症の有病判定 
来場者のうち、採血を行った受診者数と、スギ花粉症有病と判定された人数を表１２

－１～表１２－３に示す。 
 

表１２－１ 有病判定結果（あきる野市） 
年齢区分別 来場者数 受診者数 有病 

0～14歳 21 16 11
15～29歳 19 19 12
30～44歳 32 32 23
45～60歳 27 27 22
60歳以上 34 34 16

合計 133 128 84

 
 
 

表１２－２ 有病判定結果（調布市） 
年齢区分別 来場者数 受診者数 有病 

0～14歳 8 7 3
15～29歳 12 12 10
30～44歳 25 25 20
45～60歳 22 21 16
60歳以上 15 15 5

合計 82 80 54

 
 
 

表１２－３ 有病判定結果（大田区） 
年齢区分別 来場者数 受診者数 有病 

0～14歳 6 5 4
15～29歳 10 10 8
30～44歳 23 23 19
45～60歳 21 21 17
60歳以上 14 14 8

合計 74 73 56
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４－３ スギ花粉症有病率の算出結果 
（１）各調査対象区市におけるスギ花粉症有病率 

スギ花粉症の有病判定の結果と、平成 19年 1月 1日現在の調査対象区市及び東京都
の年齢別人口を用いて、標準化後の有病率を求めたところ、あきる野市 28.0％、調布
市 27.1％、大田区 28.5%であった（表１３－１～表１３－３）。 

 
表１３－１ 各調査対象区市別有病率（あきる野市） 

 受診者の 
有病率 

検診対象者の
推定有病者数

回答者中の
推定有病率

対象区市推
定有病者数

標準化推定 
有病者数(都) 

対象区市
有病率 

標準化後
有病率 

0～14歳 68.8% 39.9 31.2% 3615.5 455,953     
15～29歳 63.2% 39.8 32.6% 4312.3 735,042     
30～44歳 71.9% 56.8 33.8% 5777.8 1,052,665     
45～59歳 81.5% 51.3 33.1% 5353.9 801,320     
60歳以上 47.1% 29.2 13.2% 2916.7 407,594     

全年齢 65.6% 217.0 27.3% 21,976.2 3,452,574 27.4% 28.0%

 
 

表１３－２ 各調査対象区市別有病率（調布市） 
 受診者の 

有病率 
検診対象者の
推定有病者数

回答者中の
推定有病率

対象区市推
定有病者数

標準化推定 
有病者数(都) 

対象区市
有病率 

標準化後
有病率 

0～14歳 42.9% 10.7 14.3% 3755.0 208,978     
15～29歳 83.3% 40.0 39.6% 16515.6 892,873     
30～44歳 80.0% 55.2 35.8% 20441.4 1,114,953     
45～59歳 76.2% 40.4 34.8% 13802.4 842,475     
60歳以上 33.3% 12.3 9.2% 4514.8 284,081     

全年齢 67.5% 158.6 27.3% 59,029.2 3,343,360 27.6% 27.1%

 
 

表１３－３ 各調査対象区市別有病率（大田区） 
 受診者の 

有病率 
検診対象者の
推定有病者数

回答者中の
推定有病率

対象区市推
定有病者数

標準化推定 
有病者数(都) 

対象区市
有病率 

標準化後
有病率 

0～14歳 80.0% 17.6 28.9% 21949.8 422,341     
15～29歳 80.0% 40.8 37.4% 44381.8 843,269     
30～44歳 82.6% 49.6 31.0% 51745.5 965,462     
45～59歳 81.0% 47.8 33.2% 44364.5 803,741     
60歳以上 57.1% 25.7 15.7% 26610.2 484,790     

全年齢 76.7% 181.5 28.4% 189,051.8 3,519,603 28.4% 28.5%
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過去の調査結果との比較を表１４－１～表１４－３及び図２－１～図２－３に示す。 
第 2回調査では、飛散花粉数の多いあきる野市で有病率が高い等、調査対象区市間で
有病率の差が見られたが、今回の調査ではほとんど違いが見られなかった。 
また、年齢区分別の有病率をみると、どの調査対象区市でも 15～29歳、30～44歳、

45～49歳の区分で有病率が高く、60歳以上の区分を除き、過去 2回の調査と比べて年
齢区分間の差が減少、またはほとんどなくなっているといえる。 

 
各調査対象区市別の特徴は以下のとおりである。 
 

① あきる野市 
第 2回調査の有病率が 25.7％と高かったため、有病率の増加は 2.3ポイントであった。 
有病率の高い年齢区分は、第 1回調査では 30～44歳及び 45～59歳、第 2回調査で
は 15～29 歳及び 30～44 歳、今回の調査では 60 歳以上を除く全ての区分となってい
る。このことから、以前は 30～44歳を中心に有病率が高かったが、現在では若年層に
も広がっている状況といえる。 

 
② 調布市 
有病率は、第 2回調査から 6.0ポイント増加して 27.1％であった。 
年齢区分別では、第 1回及び第 2回調査時ですでに 15～59歳と幅広い年代で有病率
が高かったため、今回の調査ではあまり傾向は変わらず、0～14歳以外の年齢区分で全
体的に上昇した。 

 
③ 大田区 
第 2 回調査では 17.7％と 3 区市のうち最も低い有病率であったが、今回の調査では

10.8ポイント増加し、28.5％と３区市で最も高い有病率となった。 
年齢区分別では、第 1回調査では 15～29歳及び 30～44歳で高く、第 2回調査では

30～44 歳が高かった。今回の結果では 60 歳以上を除く全ての区分で有病率が高く、
他の調査対象区市と同様の傾向であった。 
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表１４－１ 年齢区分別有病率の推移（あきる野市） 

  第 1回調査 第 2回調査 第 3回調査 
調査年度 S58 H8 （増・△減） H18 （増・△減） 

0～14歳 1.6% 12.0% ( 10.4 ) 31.2% ( 19.2 ) 
15～29歳 6.8% 34.6% ( 27.8 ) 32.6% (△2.0 ) 
30～44歳 12.8% 41.4% ( 28.6 ) 33.8% (△7.6 ) 
45～59歳 12.0% 19.0% ( 7.0 ) 33.1% ( 14.1 ) 
60歳以上 0.0% 14.9% ( 14.9 ) 13.2% (△1.7 ) 

全年齢 7.5% 25.7% ( 18.2 ) 28.0% ( 2.3 ) 

 
 
 

表１４－２ 年齢区分別有病率の推移（調布市） 
  第 1回調査 第 2回調査 第 3回調査 

調査年度 S62 H8 （増・△減） H18 （増・△減） 
0～14歳 7.6% 21.5% ( 13.9 ) 14.3% (△7.2 ) 
15～29歳 22.9% 20.9% (△2.0 ) 39.6% ( 18.7 ) 
30～44歳 15.8% 30.1% ( 14.3 ) 35.8% ( 5.7 ) 
45～59歳 20.3% 24.4% ( 4.1 ) 34.8% ( 10.4 ) 
60歳以上 5.6% 8.2% ( 2.6 ) 9.2% ( 1.0 ) 

全年齢 15.7% 21.1% ( 5.4 ) 27.1% ( 6.0 ) 

 
 
 

表１４－３ 年齢区分別有病率の推移（大田区） 
  第 1回調査 第 2回調査 第 3回調査 

調査年度 S60 H8 （増・△減） H18 （増・△減） 
0～14歳 1.4% 3.8% ( 2.4 ) 28.9% ( 25.1 ) 
15～29歳 13.2% 19.7% ( 6.5 ) 37.4% ( 17.7 ) 
30～44歳 16.8% 33.6% ( 16.8 ) 31.0% (△2.6 ) 
45～59歳 4.6% 18.3% ( 13.7 ) 33.2% ( 14.9 ) 
60歳以上 2.7% 7.0% ( 4.3 ) 15.7% ( 8.7 ) 

全年齢 8.9% 17.7% ( 8.8 ) 28.5% ( 10.8 ) 
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図２－１ 年齢区分別有病率（あきる野市）

図２－２ 年齢区分別有病率（調布市）

図２－３ 年齢区分別有病率（大田区）
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（２）都内のスギ花粉症の推定有病率 
島しょ地区を除く、都内のスギ花粉症の推定有病率は 28.2％となり、都民の 3.5人に

1人がスギ花粉症といえることがわかった。第 2回調査からの増加は 8.8ポイントであ
り、第 1回調査から第 2回調査までの増加分 9.4ポイントとほぼ同程度といえる。 
なお、推定には平成 19年 1月 1日現在の人口を用いた。 
 

表１５ 都内の推定有病率 

調査対象区市 有病率 所属地域 地域人口 推定 
有病者数

都内の 
推定有病率 

 A  B C=(A×B) Cの合計÷Bの合計 

あきる野市 28.0% 西多摩 
及び南多摩 1,734,581 485,683  

調布市 27.1% 北多摩 2,256,759 611,582  

大田区 28.5% 区部 8,318,841 2,370,870  

合計   12,310,181 3,468,135 28.2% 

 
 

表１６ 都内の推定有病率の推移 
 第 1回 第 2回（増減） 第 3回（増減） 

調査年度 S58～S62年度 H8年度 H18年度 
有病率 10.0％ 19.4％（9.4） 28.2％（8.8） 

 
 
 
（３）各年齢区分における都内の推定有病率 

年齢区分別の有病率について、各年齢区分の所属地域人口を用いて、都内の推定有病

率を算出したところ、第 2 回調査に比べてほぼ全ての年齢区分で有病率が上昇してい
ることがわかった（表１７、図３）。 
また、第 1 回調査では 15～29 歳及び 30～44 歳の区分で、第 2 回調査では 30～44
歳の区分で有病率が突出しているのに対し、今回の調査では 15～29 歳、30～44 歳及
び 45～59歳の 3区分で有病率が高くなっており、突出して有病率の高い年齢区分がな
くなった。 

0～14歳及び 60歳以上の区分については、過去 2回の調査ではほぼ同程度の有病率
で、他の区分に比べて低かった。しかし、今回の調査では、0～14歳の有病率が前回調
査の約 3倍となり、15～59歳の 3区分の有病率との差が小さくなった。60歳以上の有
病率は、前回調査の 1.75倍となっているが、今回は 14.2%と年齢区分別で最も低い有
病率であった。 
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表１７ 各年齢区分における都内の推定有病率 

年齢 第 1回 第 2回 （前回比） 第 3回 （前回比） 
0～14歳 2.4% 8.7% ( 3.55倍 ) 26.3% ( 3.03倍 ) 

15～29歳 14.6% 22.1% ( 1.52倍 ) 37.1% ( 1.68倍 ) 
30～44歳 16.1% 34.0% ( 2.11倍 ) 32.2% ( 0.95倍 ) 
45～59歳 7.3% 19.5% ( 2.66倍 ) 33.5% ( 1.72倍 ) 
60歳以上 2.7% 8.1% ( 2.97倍 ) 14.2% ( 1.75倍 ) 

 
 

図３　各年齢区分における都内の推定有病率
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４－４ スギ花粉以外の抗体保有状況 
検診受診者中の、スギ、ヒノキ、カモガヤ、ブタクサ花粉及びダニに対する抗体の陽

性率（陽性：クラス 2 以上）を算出したところ、スギの陽性率が最も高く、次いでヒ
ノキで高かった（図４）。 
また、カモガヤ、ブタクサ、ダニでは、ダニの陽性率が高く、特に低年齢で高い結果

となった。これは第 2回調査と同様の傾向である。 
ただし、検診対象者の抽出時には花粉飛散時期である 2～5月及び 7～10月の症状を
条件にしているため、例えばダニへのアレルギーを持つ者をもれなく抽出していない

可能性がある。また、検診実施日がスギ及びヒノキ科花粉の飛散時期であったため、

この 2 種の花粉に対する抗体価が上昇していたと考えられる。このため、この受診者
中の陽性率が、実際の陽性率を正確に反映していない可能性があるので注意する必要

がある。 
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図４　検診受診者中の抗体陽性率（年齢区分別）
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45～60歳 21.7% 10.1% 24.6% 89.9% 50.7%

60歳～ 11.1% 12.7% 15.9% 63.5% 33.3%

全年齢 22.8% 15.7% 36.7% 81.1% 47.3%
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次に、今回の検診でスギ花粉症の有病判定となった者のうち、各アレルゲンに対する

抗体価が陽性である者の割合を図５に示す。スギ花粉症の者で、スギ以外に抗体価陽

性である割合が高いのはヒノキ花粉であった。 
 

図５　スギ花粉症有病者中の抗体陽性率
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カモガヤ ブタクサ ダニ スギ ヒノキ
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４－５ 飛散花粉数測定結果 
（１）検診実施時期の飛散花粉数 

各調査対象区市について、検診日当日を含めた検診日前 1週間の飛散花粉数を表１８
にまとめた。検診実施時期により花粉の飛散状況が異なり、大田区では 522.5（個/cm2・

週）と最も多く、あきる野市で 139.7（個/cm2・週）と最も少なかった。 
 

表１８ 検診実施時期の飛散花粉数 
花粉数（個/cm2・週） 

 対象時期 
スギ ヒノキ科 合計 

あきる野市 3月 12日～3月 18日 133.0 6.7 139.7 
調布市 2月 26日～3月 4日 293.9 0.0 293.9 
大田区 3月 5日～3月 11日 519.4 3.1 522.5 

 
 
 
（２）シーズン全体の飛散数 

平成 19年春の飛散花粉数のシーズン合計値は表１９のとおりであった。 
東京都全体では、平成 19年春の飛散花粉数は過去 10年平均の約 4割と少なめで、調
査対象区市についてもほぼ同様の傾向であったと考えられる。 
また、各調査対象区市と都内平均の飛散花粉測定数について、昭和 60 年の測定開始
後からの累積値を図６に示す。あきる野市、調布市は平成 16年 4月に測定を終了して
いるが、現在でもあきる野市の累積値が最も大きく、調布市、大田区は同程度という

傾向に大きな変化はないと考えられる。 
 

表１９ 平成 19年春の飛散花粉数測定値 
花粉数（個/cm2・シーズン合計） 

調査対象区市 
スギ ヒノキ科 合計（※1） 

あきる野市 3,650 722 4,371 
調布市 1,273 290 1,562 
大田区 2,181 458 2,639 
都内平均（※2） 1,512 371 1,882 
都内過去 10年平均 4,079 1,034 5,113 
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図６　スギ・ヒノキ科花粉数の累積値の推移
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※1 小数点以下の端数処理の関係で、一部合計値が一致していない。 
※2 継続して測定を行っている９地点の平均 

（千代田区、葛飾区、大田区、杉並区、北区、小平市、町田市、八王子市、青梅
市の９地点） 
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４－６ スギ花粉症有病率の経年変化の推計 
スギ花粉症はほとんど自然治癒しないとされるため、世代交代による脱落等の変動要

因が無視できる範囲であれば、検診による有病判定者の発病年をもとに、過去の有病

率の変化を推計することができると考えられる。 
そこで、アンケート調査での「症状が最初におこった」年齢の回答を用いて、第 2回
調査から今回の調査の間について、有病率の経年変化を推計した。推計の方法は以下

のとおりである。 

① アンケートの発症年齢の回答から、各年における検診者中の有病者数を算出。 
② 今回調査の受診者数、アンケート回答者数及び平成 19年 1月 1日現在の人口デー
タを使用し、３－３（１）と同様の方法で各年、各区市の有病率を推計。 

③ ３－３（２）と同様の方法で都内の推定有病率を算出。 

推計結果を表２０及び図７に示す。 
 
 

表２０ スギ花粉症有病率の経年変化の推計 
年度 平成 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

あきる野市 20.3% 21.6% 21.7% 22.3% 23.7% 25.5% 27.3% 27.2% 27.4% 28.1% 28.0%

調布市 17.6% 18.3% 19.0% 20.2% 21.6% 22.5% 24.0% 25.5% 28.1% 27.7% 27.1%

大田区 20.7% 21.9% 21.6% 22.4% 24.4% 25.1% 26.3% 26.5% 28.8% 28.4% 28.5%

東京都 20.1% 21.2% 21.1% 22.0% 23.8% 24.7% 26.0% 26.4% 28.5% 28.2% 28.2%

 
 

図７　有病率の経年変化（推計）　H8～H18年度
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 22

５ 考察 
 
５－１ 都内のスギ花粉症の推定有病率 

本調査により、都内のスギ花粉症の推定有病率が 28.2％であり、平成 8 年度の第 2
回調査からの 10年間で 8.8ポイント、昭和 58～62年度の第 1回調査からの約 20年間
で 18.2ポイント上昇したことが明らかになった。 
現在までに、環境省や都の疫学調査（※1）により明らかになっているスギ花粉症の
発病の要因は、遺伝的要因とスギ花粉の飛散量の 2点である。 
また、スギ、ヒノキ科花粉の飛散量は、年により多寡があるが、傾向としては経年的

に増加している。これは、都内の平均花粉数について 10 年間の移動平均値（※2）を
取ることにより確認できる（図８）。 
これらのことから、都内の推定有病率が上昇した主な要因は、飛散花粉の暴露量の増

加であると考えられる。 
 

図８　都内のスギ・ヒノキ科花粉の増加傾向
（１０年間の移動平均値※2）
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※１ 「大気汚染と花粉症の相互作用に関する調査研究」環境省（平成 3～16年度） 

   「ディーゼル車排出ガスと花粉症の関連に関する調査」東京都（平成 13～14年度） 

※２ 10年間の移動平均値 

花粉飛散数は年変動が大きく、経年変化からは増減の傾向が読み取りにくいため、各年につ

いて、過去からその年までの 10年間の平均値（10年間の移動平均値）を取り、比較を行った。

移動平均値の求め方は以下のとおり。 

例：平成 6年にプロットするデータ ＝ 昭和 60年から平成 6年までの 10年間の平均値 
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５－２ 各調査対象区市のスギ花粉症有病率（表１４－１～表１４－３） 
第 2回調査では、飛散花粉数の最も多いあきる野市で、最も有病率が高いという結果
が得られ、最も高かったあきる野市と最も低かった大田区との差は 8 ポイントであっ
た。 
第 2 回調査以降、花粉飛散の傾向は変化していないと考えられるが（図６）、今回の
調査では、調査対象区市間の有病率の差が減少し、有病率の差は 2 ポイント以内とな
った。これらの有病率の変化については、検診実施時期の飛散花粉数が地区により異

なっているなど、調査手法による影響等の可能性も考えられるので、更なる調査研究

により、有病率の今後の傾向を確認し、変化の要因を特定していく必要がある。 
 
 

５－３ 年齢区分別のスギ花粉症有病率（図２－１～図２－３、図３） 
年齢区分別の有病率については、第 2回調査では 30～44歳で最も高く、山型の分布
が見られた。しかし、今回の調査では 60歳以上の有病率が低かったことを除き、過去
の調査と異なる傾向を示した（図３）。 

 
・ 60歳以上の区分 

60歳以上の区分で有病率が低くなる要因としては、加齢による免疫力の低下等の影
響が考えられる。 

 
・ 0～14歳の区分 
都内の推定有病率で 26.3％と第 2回調査の約 3倍となった（図 3）。調査対象区市
別の有病率では、15～59 歳とほぼ同程度の有病率を示した区市もあった（図２－１
～図２－３）。 
この 0～14歳の有病率の顕著な増加については、飛散花粉数の増加が要因のひとつ
と考えられる。花粉症は、個人差はあるが、花粉を体内に取り込んだときに免疫応答

として産生される「特異的 IgE抗体」が、ある一定の量を超えた後に発病するといわ
れている。このため、飛散花粉数が増加して花粉の暴露量が増えたことにより、体内

の特異的 IgE抗体の増加が早まったことが、発病年齢の低下の一因と考えられる。 
 
・ 15～59歳の区分 
都内の推定有病率では、第 2回調査と比較して、15～29歳及び 45～59歳の区分で
有病率が増加したが、第 2回調査で最も高かった 30～44歳では増加せず、ほぼ同程
度であった（図３）。この結果、今回の調査では 3 区分全てで 30％を超え、ほぼ同
程度の有病率となった。このことから、今後有病率の伸びが減少していく、もしくは

頭打ちになるということも可能性として考えられるが、さらに調査を実施し、傾向を

明らかにしていく必要がある。 
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５－４ 調査結果について 
本調査は全数調査ではなく、対象者に協力を呼びかけて実施したものである。 
このため、 
・ 花粉症が疑われる症状のある者のアンケート回答率、検診受診率が高くなり、有病

率が実際より高めに推定される 
・ 各地区の協力者数、また年齢区分別の協力者数の違いがデータに影響を与える 
などの可能性が考えうる。また、影響の程度は明らかではないが、検診実施時期の飛

散花粉数について地区間の差がみられたことも、検診における有病判定に影響してい

る可能性があり、今回の調査により得られた有病率については、これらの影響を十分

配慮した上で活用すべきと考えられる。 
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６ まとめ 
 

本調査結果のまとめは以下のとおりである。ただし、花粉症症状を有するなど、花粉

症に関心を持つ者の方が調査への協力に積極的で、有病率が実際より高めに算出され

ている可能性があることなど、調査手法による影響の可能性について留意する必要が

ある。 
 
（１） 都内のスギ花粉症推定有病率 

島しょ地区を除く都内の推定有病率は 28.2％であった。過去の調査結果との比較は次
のとおり。 

    第 1回調査時（昭和 58～62年度）の 10.0％と比較して 18.2ポイント上昇した。 
    第 2回調査時（平成 8年度）の 19.4％と比較して 8.8ポイント上昇した。 
 
（２） 各調査対象区市のスギ花粉症有病率 

各区市の花粉症有病率は、第２回調査時と比べ2.3ポイント～10.8ポイント上昇した。
また、各区市間の有病率の差が減少した。各区市の花粉症有病率はそれぞれ以下のと

おり（カッコ内は第 2回調査時の有病率）。 
あきる野市：28.0％（25.7％） 2.3ポイント増 
調 布 市：27.1％（21.2％） 5.9ポイント増 
大 田 区：28.5％（17.7％） 10.8ポイント増 
 

（３） 年齢区分別のスギ花粉症有病率 
年齢区分別の有病率については、60 歳以上の区分で低かったことを除き、傾向が大
きく変わっていることが明らかになった。 
各年齢区分における都内の推定有病率を第 2 回調査と比較したところ、30～44 歳以
外の 4区分で有病率が上昇しており、特に 0～14歳の有病率が 3倍になるなど顕著な
上昇がみられた。また、15～59歳の 3区分全てにおいて、有病率が 30％を上回った。 
このような変動の結果、60 歳以上の区分を除き、年齢区分間の有病率の差が小さく
なった。 
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東京都は、花粉症患者実態調査をほぼ１０年ごとに行っています。 

これまでの調査で、スギ花粉症患者が増加している傾向が明らかになっています。 

本年は、前回の調査から１０年目にあたります。花粉症患者の方の現状を把握し、今年

度から開始した総合的花粉症対策の基礎資料とするため、新たな調査を行うものです。 

 

 

 
・都内３地区でのアンケート調査を行うとともに、一部の方には専門医による花粉症検診

を行います。 

・花粉症患者の地区別・年代別の状況を把握し、花粉症患者の現状を明らかにします。 
・過去に実施した調査の結果と比較して、花粉症患者の増減などの動向を分析します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調査結果は集計した上で公表し、今後の花粉症対策の基礎資料として活用します。 

・個人が特定できる情報を公開することはありません。 

 

資料１ 

調査の目的 

 

調査の内容 

アンケート調査

検診による調査

◇ 対象者 
  対象地区にお住まいの 3,600

人の方に御協力をお願いして

います。（年齢や性別に関係な

く、住民基本台帳をもとに抽出

させていただきました。） 

◇ 調査の内容 
   『花粉症アンケート調査票』

をお送りし、最近１年間の「く

しゃみ」「鼻水」「鼻づまり」な

どの症状や家族の既往歴など

をお聞きします。 
アンケート回答者のうち

一部の方 

１０月～１１月 

３月ごろ 

◇ 対象地区 
  あきる野市（秋川地区） 

調布市（多摩川、布田、下石原、小島町） 
大田区（西蒲田、東矢口、多摩川、新蒲田） 

◇ 検診内容 
   専門医による検診と血液検査を行います。 

・ 鼻鏡検診 
・ 眼科検診 
・ 花粉とダニに対する抗体検査（血液検査） 

調査結果の取扱い 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

 

 

 

この調査は、現在、東京都が取り組んでいる花粉症対策の基礎資料となる重要な調査で

す。住民基本台帳をもとに、年齢・性別に関係なく無作為に抽出させていただいた方に、最

近１年間の症状などをお聞きして、花粉症患者数の推計などを行います。 

 ぜひ、この調査の趣旨を御理解いただき、御協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、アンケートに御回答いただいた方には、500 円分のクオカードを差し上げます。 
  

この調査について、御質問、お問い合わせがございましたら、下記へ御連絡ください。 

（※ 個人情報の取扱いについては、裏面を御覧ください。） 

なお、この調査については、広報あきる野（10 月 15 日号）、市報ちょうふ（10 月 5

日号）及び大田区報（10 月 21 日号）並びに東京都福祉保健局のホームページ（ｱﾄﾞﾚｽ：

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kanho/）にも掲載していますので、ぜひ

御覧ください。 

 

                  【お問い合わせ】 

                 東京都福祉保健局健康安全室環境保健課調査係 

                  電 話 ０３－５３２０－４４９３（直通） 

                 e-mail S0000313@section.metro.tokyo.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花 粉 症 ア ン ケ ー ト 調 査 票 

  
調査票は、後日、東京都が調査業務を委託した事業者の調査員が受け取りに伺いますの

で、あらかじめ、御記入のうえ、お渡しください。 
 
〔アンケートの回収期間〕 

平成１８年１１月１８日（土）～１１月１９日（日）９時から１８時までの間 
 

（不在の場合には、翌週２５日（土）又は２６日（日）に再度伺います。） 
 
〔事業者〕 

名 称  株式会社フィールドテクノシステム  住  所  東京都調布市仙川町 1-16-1
 
※ 上記の回収期間に御都合の悪い方、調査員による回収を御希望されない方につきまし

ては、次に掲げる返信期限までに同封した返信用封筒で調査票を東京都あてお送りい

ただければ、調査員の訪問はいたしません。 

◎ 返信期限 ： 平成１８年１１月１０日（金） 必着  

アンケートの回収について 

資料２ 
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※ 個人情報の取扱いについて 

・ 個人情報は、この調査の目的以外には使用しません。 

・ この調査では、花粉症と地域や年代別の状況を明らかにするために、また、回答者の一

部の方に花粉に関する専門医による検診・血液検査をあらためてお願いするために、お

名前や住所などをおたずねしています。 

・ この調査を行うに当たり、事業者とは、個人情報保護に関する契約を締結し、個人情報

管理者を置いて、東京都の監督の下で適切に管理を行います。また、調査員がお宅を訪

問する際は、都が発行した調査員証を携帯します。 

・ 調査結果を解析する際にも、お名前や住所などの個人情報が分からないようにして行い

ます。 

・ 調査の結果は、個人を特定できないように集計した上で、公表します。個人の回答内容

は一切公表しません。 
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☆ ここからお答えください。 
 

 
〔 症 状 １ 〕 
 最近１年間で次のような症状を感じたことはありますか。 
 また、質問１～３について「あり」の場合は、最も重症と思われる時期の症状はどんな具合でし
たか。 
質問１ くしゃみ 
    １ なし 

（あり） 
２ １日１０回以上「くしゃみ発作」あり 

    ３ １日９回～５回「くしゃみ発作」あり 
    ４ １日４回～１回「くしゃみ発作」あり 

※ １日の発作回数は１度に何回続けて出ても１回として数えます。 
 
質問２ 鼻みず 
    １ なし 

（あり） 
２ １日１０回以上鼻をかむ 

    ３ １日９回～５回鼻をかむ 
    ４ １日４回～１回鼻をかむ 

住 所 
 

フリガナ  

氏 名 
 

男 
・ 
女 

生年月日 明・大・昭・平     年   月   日 （満    歳） 

電話番号 
 

現在の住所にお住まいになってから 約       年 

１

２

〔アンケートの記入方法〕 
 
１ 質問には、番号の順番に答えてください。 
  ただし、答えによっては、一部の質問を省略する場合もあります。 
 
２ 答えは、該当する番号を右欄のわく   の中に書き入れてください。 
 
３ お子様がアンケートの対象となっている場合は、保護者の方がお書きください。
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質問３ 鼻づまり 
    １ なし 

（あり） 
２ 鼻づまりが非常に強く、口呼吸が１日のうち、かなりの時間あり 

    ３ 鼻づまりが強く、口呼吸が１日のうち時々あり 
    ４ 口呼吸はまったくないが、鼻づまりあり 
 
質問４ 目のかゆみ 
    １ なし           ２ あり 
 
質問５ 目の充血 
    １ なし           ２ あり 
 
質問６ のどのかゆみ 
    １ なし           ２ あり 
 
〔 栄 養 〕 
質問７ あなたの乳児期の栄養は何でしたか。 
    １ 母乳           ２ 人工栄養 
    ３ 混合栄養         ４ 不明 
 
〔家族の既往歴〕 
 あなた自身及びあなたの家族の方で、医師に以下の病気があると言われたことがありますか。あ
れば、病名の番号を記入してください。（いくつでも可） 
 
   １ 気管支ぜん息    ２ アレルギー性鼻炎    ３ アレルギー性結膜炎 
   ４ アトピー性皮膚炎  ５ じんま疹        ６ なし 
   ７ 不明        ８ 該当する家族はいない 
 
質問８ ＊あなた自身              
 
質問９  祖父（父方） 
 
質問10 祖母（父方） 
 
質問11 祖父（母方） 
 
質問12 祖母（母方） 
 

８ 

３

４

５

６

７

９ 

10 

11 

12 
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質問13 父 
 
質問14 母 
 
質問15 兄弟・姉妹 
 
質問16 子供 
  
 
＊ 質問８で「既往歴」のあった方のみ、次の質問17～質問34にお答えください。 
 
〔 症 状 ２ 〕 
 あなたの症状について、もう少し詳しくおたずねします。 
 
質問17 次のような症状のうち、あなたに最初におこった症状は何でしたか。 

１ 鼻の症状         ２ 目の症状     
３ のどの症状（のどのかゆみ、せき） 

 
 
質問18 その症状が最初におこったのはいつでしたか。（満年齢を記入してください。） 
 
 
質問19 その季節はいつでしたか。 

１ 春    ２ 夏    ３ 秋    ４ 冬 
 
 
 
質問20 その症状が、最もおこりやすいのはどの時期ですか。 

１ 春    ２ 夏    ３ 秋    ４ 冬 
 
 
 
質問21 その症状が最もおこりやすいのはどのような天候ですか。 

１ 晴  ２ 曇  ３ 雨  ４ 風が強い  ５ 不明 
 
 
 
質問22 その症状が最もおこりやすいのは１日のうちいつですか。 

１ 朝（6時～10時）    ２ 昼（10時～4時） 
３ 夕方（4時～6時）    ４ 夜（6時～10時） 
５ その他 

 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 
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質問23 最近１年間で、その症状がおこったのは何月でしたか。（いくつでも） 
     11 (平成17年11月) 12 (平成17年12月) 
     １ (平成18年 １月) ２ (平成18年 ２月) 
     ３ (平成18年 ３月) ４ (平成18年 ４月) 
     ５ (平成18年 ５月) ６ (平成18年 ６月) 
     ７ (平成18年 ７月) ８ (平成18年 ８月) 
     ９ (平成18年 ９月) 10 (平成18年10月) 
 
〔症状の変化〕 
次の症状について、初めて症状がおこったときにくらべ最近どう変わりましたか。 
質問24 くしゃみ 
    １ 多くなった        ２ 少なくなった 
    ３ 変わらない        ４ 不明 
 
質問25 鼻みず 
    １ 多くなった        ２ 少なくなった 
    ３ 変わらない        ４ 不明 
 
質問26 鼻づまり 
    １ 多くなった        ２ 少なくなった 
    ３ 変わらない        ４ 不明 
 
質問27 目のかゆみ 
    １ 多くなった        ２ 少なくなった 
    ３ 変わらない        ４ 不明 
 
質問28 のどのかゆみ 
    １ 多くなった        ２ 少なくなった 
    ３ 変わらない        ４ 不明 
 
〔 検 査 〕 
質問29 これらの症状について、今まで検査を受けたことがありますか。 
    １ あり           ２ なし 
 
質問30 どのような検査を受けましたか。（いくつでも） 
    １ 鼻鏡検査 ２ 鼻汁検査 
    ３ 血液検査(RAST法) ４ レントゲン検査 
    ５ 皮膚テスト ６ 目の検査 
    ７ めやにの検査 
 ※ RAST法とは、アレルギー物質（花粉、かびなど）を特定する検査。 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 
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質問31 検査の結果で、原因物質はどれでしたか。（いくつでも） 
    １ 花粉 ２ かび 
    ３ ダニ ４ その他 
    ５ 不明 
 
 
＊ 質問31で「１ 花粉」と答えた方のみ、次の質問32～質問34にお答えください。 
 
〔 治 療 〕 
質問32 これらの症状について、使用している薬はありますか。 
    １ なし 

（あり） 
２ 市販の薬（鼻炎薬、点鼻薬、点眼薬など）を使用している 

    ３ 医療機関で処方された薬を使用している 
 
 
質問33 質問32で２又は３と答えた方について、薬は、いつから使い始めますか。 
    １ 症状が出たら ２ 症状が出る前から 
 
 
質問34 これまで、減感作療法を受けたことがありますか。 
    １ あり 

（なし） 
２ 時間とお金がかかっても、症状が良くなるなら受けてみたい 

    ３ 簡単であれば受けてみたい 
    ４ 関心がない 
    ５ よく分からない 
 
 ※ 減感作療法（げんかんさりょうほう）とは、皮下注射等で花粉エキスを体内に入れて、徐々に身体を慣
らし、アレルギー反応を起こしにくい体質に改善する花粉症の根本的治療法。 

 
 
 

★ 以上で終わりです。御協力ありがとうございました。 

31 

32 

33 

34 
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古紙配合率１００％再生紙と大豆油インキを使用しています。 
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住 所 ：  
 

氏 名
フ リ ガ ナ

 ：                

本日の体調 良好 ・ 不調（状況） 

治療中の病気 なし ・ あり（病名） 
問

診 

現在使用中の薬 なし ・ あり（薬名） 

項 目 症 状 ／ 程 度 備 考 

くしゃみ発作 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

鼻漏 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

鼻

症

状 鼻閉 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

下甲介粘膜腫脹 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

下甲介粘膜色調 蒼白   ・  赤   ・ 薄赤 ・正常  

水性分泌量 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

鼻汁の性状 水性   ・ 粘性  ・ 膿性 ・ 無  

耳

鼻

科

検

診 

鼻

腔

所

見 

急性上気道炎 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

掻痒感 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

しゅう明 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

眼

症

状 流涙 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

充 血 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  眼球 

結膜 浮 腫 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

充 血 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

浮 腫 ＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

大    ・   中  ・  小  ・ 無  ろ 胞 

＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

大    ・   中  ・  小  ・ 無  

眼

科

検

診 

眼

科

所

見 

 

眼瞼 

結膜 

乳 頭 

＋ ＋ ＋  ・  ＋ ＋  ・  ＋  ・  －  

（生年月日：明・大・昭・平   年   月  日）

男 ・ 女 

（      歳 ） 

                受診日：  月   日 

花 粉 症 検 診 票 

※ 

太
枠
内
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

確認欄 眼科 耳鼻 採血 相談 問診 

資料３ 
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回
答
者
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

性
別
男

3
8
7

2
6
7

3
0
3
9
5
7

4
8
.7
%

4
6
.0
%

4
7
.5
%
4
7
.6
%

女
4
0
7

3
1
3

3
3
5
1
0
5
5

5
1
.3
%

5
4
.0
%

5
2
.5
%
5
2
.4
%

計
7
9
4

5
8
0

6
3
8
2
0
1
2

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

年
齢
（
平
成
1
9
年
1
月
1
日
時
点
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

0
～
1
4
歳

6
8
6
0
1
2
8
3
6
3
9
7
5
3
0
3
1
6
1
2
6
4
1
7
.6
%
1
4
.7
%
1
6
.1
%
1
3
.5
%
1
2
.5
%
1
2
.9
%
9
.9
%
9
.3
%
9
.6
%
1
3
.1
%

1
5
～
2
9
歳

5
3
6
9
1
2
2
5
2
4
9
1
0
1
4
9
6
0
1
0
9
3
3
2
1
3
.7
%
1
7
.0
%
1
5
.4
%
1
9
.5
%
1
5
.7
%
1
7
.4
%
1
6
.2
%
1
7
.9
%
1
7
.1
%
1
6
.5
%

3
0
～
4
4
歳

7
6
9
2
1
6
8
7
4
8
0
1
5
4
8
4
7
6
1
6
0
4
8
2
1
9
.6
%
2
2
.6
%
2
1
.2
%
2
7
.7
%
2
5
.6
%
2
6
.6
%
2
7
.7
%
2
2
.7
%
2
5
.1
%
2
4
.0
%

4
5
～
5
9
歳

7
8
7
7
1
5
5
5
0
6
6
1
1
6
6
8
7
6
1
4
4
4
1
5
2
0
.2
%
1
8
.9
%
1
9
.5
%
1
8
.7
%
2
1
.1
%
2
0
.0
%
2
2
.4
%
2
2
.7
%
2
2
.6
%
2
0
.6
%

6
0
歳
以
上

1
1
2
1
0
9
2
2
1
5
5
7
9
1
3
4
7
2
9
2
1
6
4
5
1
9
2
8
.9
%
2
6
.8
%
2
7
.8
%
2
0
.6
%
2
5
.2
%
2
3
.1
%
2
3
.8
%
2
7
.5
%
2
5
.7
%
2
5
.8
%

計
3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
3
3
3
5
6
3
8
2
0
1
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

〔
症
状
１
〕

最
近
１
年
間
で
次
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
質
問
１
～
３
に
つ
い
て
「
あ
り
」
の
場
合
は
、
最
も
重
症
と
思
わ
れ
る
時
期
の
症
状
は
ど
ん
な
具
合
で
し
た
か
。

質
問
１
く
し
ゃ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

1
6
8
1
6
8
3
3
6
1
2
0
1
6
8
2
5
1
1
5
9
1
6
2
3
2
1
9
0
8
4
3
.4
%
4
1
.4
%
4
2
.3
%
4
4
.9
%
4
1
.4
%
4
3
.3
%
5
2
.5
%
4
8
.4
%
5
0
.3
%
4
5
.1
%

2
１
日
１
０
回
以
上
「
く
し
ゃ
み
発
作
」
あ
り
8
4
8
3
1
6
8
4
2
8
3
1
1
9
4
2
5
3
9
5
3
8
2
2
1
.7
%
2
0
.4
%
2
1
.2
%
1
5
.7
%
2
0
.4
%
2
0
.5
%
1
3
.9
%
1
5
.8
%
1
4
.9
%
1
9
.0
%

3
１
日
９
回
～
５
回
「
く
し
ゃ
み
発
作
」
あ
り
4
1
4
8
8
9
2
7
4
8
5
3
3
2
3
7
6
9
2
1
1
1
0
.6
%
1
1
.8
%
1
1
.2
%
1
0
.1
%
1
1
.8
%
9
.1
%
1
0
.6
%
1
1
.0
%
1
0
.8
%
1
0
.5
%

4
１
日
４
～
１
回
「
く
し
ゃ
み
発
作
」
あ
り
9
4
1
0
7
2
0
1
7
8
1
0
7
1
5
7
7
0
8
3
1
5
3
5
1
1
2
4
.3
%
2
6
.4
%
2
5
.3
%
2
9
.2
%
2
6
.4
%
2
7
.1
%
2
3
.1
%
2
4
.8
%
2
4
.0
%
2
5
.4
%

計
3
8
7
4
0
6
7
9
4
2
6
7
4
0
6
5
8
0
3
0
3
3
3
5
6
3
8
2
0
1
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

※
１
日
の
発
作
回
数
は
１
度
に
何
回
続
け
て
出
て
も
１
回
と
し
て
数
え
ま
す
。

質
問
２
鼻
み
ず

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

1
4
8
1
6
2
3
1
0
1
0
8
1
1
8
2
2
6
1
3
3
1
3
3
2
6
6
8
0
2
3
8
.2
%
3
9
.8
%
3
9
.0
%
4
0
.4
%
3
7
.7
%
3
9
.0
%
4
3
.9
%
3
9
.7
%
4
1
.7
%
3
9
.9
%

2
１
日
１
０
回
以
上
鼻
を
か
む

1
0
7
1
1
4
2
2
1
6
3
9
0
1
5
3
6
8
8
1
1
4
9
5
2
3
2
7
.6
%
2
8
.0
%
2
7
.8
%
2
3
.6
%
2
8
.8
%
2
6
.4
%
2
2
.4
%
2
4
.2
%
2
3
.4
%
2
6
.0
%

3
１
日
９
回
～
５
回
鼻
を
か
む

6
0
5
9
1
1
9
3
2
3
9
7
1
4
3
4
3
8
6
2
7
6
1
5
.5
%
1
4
.5
%
1
5
.0
%
1
2
.0
%
1
2
.5
%
1
2
.2
%
1
4
.2
%
1
2
.8
%
1
3
.5
%
1
3
.7
%

4
１
日
４
～
１
回
鼻
を
か
む

7
2
7
2
1
4
4
6
4
6
6
1
3
0
5
9
7
8
1
3
7
4
1
1
1
8
.6
%
1
7
.7
%
1
8
.1
%
2
4
.0
%
2
1
.1
%
2
2
.4
%
1
9
.5
%
2
3
.3
%
2
1
.5
%
2
0
.4
%

計
3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
3
3
3
5
6
3
8
2
0
1
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
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質
問
３
鼻
づ
ま
り

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

1
7
9
2
0
9
3
8
8
1
3
5
1
5
8
2
9
3
1
6
2
1
7
1
3
3
3
1
0
1
4
4
6
.5
%
5
1
.4
%
4
9
.0
%
5
0
.6
%
5
0
.5
%
5
0
.5
%
5
3
.6
%
5
1
.0
%
5
2
.3
%
5
0
.5
%

2
鼻
づ
ま
り
が
非
常
に
強
く
、
口
呼
吸

が
１
日
の
う
ち
、
か
な
り
の
時
間
あ

り
5
4
4
8
1
0
2
3
2
3
0
6
2
3
5
2
7
6
2
2
2
6
1
4
.0
%
1
1
.8
%
1
2
.9
%
1
2
.0
%
9
.6
%
1
0
.7
%
1
1
.6
%
8
.1
%
9
.7
%
1
1
.2
%

3
鼻
づ
ま
り
が
強
く
、
口
呼
吸
が
１
日

の
う
ち
時
々
あ
り

7
0
7
7
1
4
7
4
4
5
9
1
0
3
4
5
6
9
1
1
4
3
6
4
1
8
.2
%
1
8
.9
%
1
8
.6
%
1
6
.5
%
1
8
.8
%
1
7
.8
%
1
4
.9
%
2
0
.6
%
1
7
.9
%
1
8
.1
%

4
口
呼
吸
は
全
く
な
い
が
、
鼻
づ
ま
り

あ
り

8
2
7
3
1
5
5
5
6
6
6
1
2
2
6
0
6
8
1
2
8
4
0
5
2
1
.3
%
1
7
.9
%
1
9
.6
%
2
1
.0
%
2
1
.1
%
2
1
.0
%
1
9
.9
%
2
0
.3
%
2
0
.1
%
2
0
.2
%

計
3
8
5
4
0
7
7
9
2
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
2
3
3
5
6
3
7
2
0
0
9
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
４
目
の
か
ゆ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

2
0
8
2
0
0
4
0
8
1
5
3
1
4
3
2
9
6
1
7
6
1
8
1
3
5
7
1
0
6
1
5
3
.7
%
4
9
.1
%
5
1
.4
%
5
7
.3
%
4
5
.7
%
5
1
.0
%
5
8
.1
%
5
4
.0
%
5
6
.0
%
5
2
.7
%

2
あ
り

1
7
9
2
0
7
3
8
6
1
1
4
1
7
0
2
8
4
1
2
7
1
5
4
2
8
1
9
5
1
4
6
.3
%
5
0
.9
%
4
8
.6
%
4
2
.7
%
5
4
.3
%
4
9
.0
%
4
1
.9
%
4
6
.0
%
4
4
.0
%
4
7
.3
%

計
3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
3
3
3
5
6
3
8
2
0
1
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
５
目
の
充
血

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

2
7
5
2
7
2
5
4
7
1
9
6
2
0
4
4
0
0
2
2
1
2
3
1
4
5
2
1
3
9
9
7
1
.1
%
6
6
.8
%
6
8
.9
%
7
3
.4
%
6
5
.2
%
6
9
.0
%
7
3
.2
%
6
9
.2
%
7
1
.1
%
6
9
.6
%

2
あ
り

1
1
2
1
3
5
2
4
7
7
1
1
0
9
1
8
0
8
1
1
0
3
1
8
4
6
1
1
2
8
.9
%
3
3
.2
%
3
1
.1
%
2
6
.6
%
3
4
.8
%
3
1
.0
%
2
6
.8
%
3
0
.8
%
2
8
.9
%
3
0
.4
%

計
3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
2
3
3
4
6
3
6
2
0
1
0
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
６
の
ど
の
か
ゆ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

3
2
2
2
8
0
6
0
2
2
2
2
2
2
7
4
4
9
2
4
9
2
4
7
4
9
6
1
5
4
7
8
3
.2
%
6
8
.8
%
7
5
.8
%
8
3
.1
%
7
2
.5
%
7
7
.4
%
8
2
.2
%
7
4
.0
%
7
7
.9
%
7
6
.9
%

2
あ
り

6
5
1
2
7
1
9
2
4
5
8
6
1
3
1
5
4
8
7
1
4
1
4
6
4
1
6
.8
%
3
1
.2
%
2
4
.2
%
1
6
.9
%
2
7
.5
%
2
2
.6
%
1
7
.8
%
2
6
.0
%
2
2
.1
%
2
3
.1
%

計
3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
7
3
1
3
5
8
0
3
0
3
3
3
4
6
3
7
2
0
1
1
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

〔
栄
養
〕

質
問
７
あ
な
た
の
乳
児
期
の
栄
養
は
何
で
し
た
か
。
あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
母
乳

2
3
1
2
2
0
4
5
1
1
5
0
1
8
5
3
3
5
1
7
5
1
8
4
3
5
9
1
1
4
5
5
9
.8
%
5
4
.2
%
5
6
.9
%
5
6
.2
%
5
9
.3
%
5
7
.9
%
5
7
.9
%
5
5
.3
%
5
6
.5
%
5
7
.1
%

2
人
工
栄
養

2
3
4
7
7
0
1
9
3
4
5
3
2
6
3
5
6
1
1
8
4
6
.0
%
1
1
.6
%
8
.8
%
7
.1
%
1
0
.9
%
9
.2
%
8
.6
%
1
0
.5
%
9
.6
%
9
.2
%

3
混
合
栄
養

9
8
1
0
5
2
0
3
6
1
6
2
1
2
3
6
1
8
8
1
4
9
4
7
5
2
5
.4
%
2
5
.9
%
2
5
.6
%
2
2
.8
%
1
9
.9
%
2
1
.2
%
2
0
.2
%
2
6
.4
%
2
3
.5
%
2
3
.7
%

4
不
明

3
4
3
4
6
8
3
7
3
1
6
8
4
0
2
6
6
6
2
0
2
8
.8
%
8
.4
%
8
.6
%
1
3
.9
%
9
.9
%
1
1
.7
%
1
3
.2
%
7
.8
%
1
0
.4
%
1
0
.1
%

計
3
8
6
4
0
6
7
9
2
2
6
7
3
1
2
5
7
9
3
0
2
3
3
3
6
3
5
2
0
0
6
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
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〔
家
族
の
既
往
歴
〕

あ
な
た
自
身
及
び
あ
な
た
の
家
族
の
方
で
、
医
師
に
以
下
の
病
気
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
れ
ば
、
病
名
の
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
可
）

質
問
８
あ
な
た
自
身

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

3
5
4
0
7
5
2
5
2
0
4
5
2
6
3
6
6
2
1
8
2
9
.0
%
9
.8
%
9
.4
%
9
.4
%
6
.4
%
7
.8
%
8
.6
%
1
0
.8
%
9
.7
%
9
.1
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

1
4
2
1
5
2
2
9
4
9
1
1
1
2
2
0
3
8
1
1
2
0
2
0
1
6
9
8
3
6
.7
%
3
7
.3
%
3
7
.0
%
3
4
.2
%
3
5
.9
%
3
5
.1
%
2
6
.7
%
3
6
.0
%
3
1
.6
%
3
4
.8
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

3
5
5
9
9
4
1
9
5
6
7
5
2
4
5
0
7
4
2
4
3
9
.0
%
1
4
.5
%
1
1
.8
%
7
.1
%
1
7
.9
%
1
3
.0
%
7
.9
%
1
5
.0
%
1
1
.6
%
1
2
.1
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

2
8
2
8
5
6
3
1
2
9
6
0
3
1
2
8
5
9
1
7
5
7
.2
%
6
.9
%
7
.1
%
1
1
.7
%
9
.3
%
1
0
.4
%
1
0
.2
%
8
.4
%
9
.3
%
8
.7
%

5
じ
ん
ま
疹

2
8
4
0
6
8
2
6
4
2
6
8
2
2
4
5
6
7
2
0
3
7
.2
%
9
.8
%
8
.6
%
9
.8
%
1
3
.5
%
1
1
.8
%
7
.3
%
1
3
.5
%
1
0
.5
%
1
0
.1
%

6
な
し

1
9
1
1
8
6
3
7
7
1
3
7
1
5
1
2
8
8
1
5
9
1
6
7
3
2
6
9
9
1
4
9
.4
%
4
5
.7
%
4
7
.5
%
5
1
.5
%
4
8
.4
%
4
9
.8
%
5
2
.5
%
5
0
.2
%
5
1
.3
%
4
9
.4
%

7
不
明

5
1
6
2
1
5
5
1
0
1
0
1
2
2
2
5
3
1
.3
%
3
.9
%
2
.6
%
1
.9
%
1
.6
%
1
.7
%
3
.3
%
3
.6
%
3
.5
%
2
.6
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

8
7
1
5
1
3
4
1
4
7
2
1
4
0
2
.1
%
1
.7
%
1
.9
%
0
.4
%
1
.0
%
0
.7
%
4
.6
%
2
.1
%
3
.3
%
2
.0
%

計
4
7
2
5
2
8
1
0
0
0
3
3
5
4
1
8
7
5
3
3
6
7
4
6
5
8
3
2
2
5
8
5

回
答
者
数

3
8
7
4
0
7
7
9
4
2
6
6
3
1
2
5
7
8
3
0
3
3
3
3
6
3
6
2
0
0
8

質
問
９
祖
父
（
父
方
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

2
8
1
0
4
5
9
4
1
0
1
4
3
3
0
.7
%
2
.4
%
1
.6
%
1
.8
%
2
.0
%
1
.9
%
1
.6
%
3
.8
%
2
.7
%
2
.0
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

1
1
7
1
8
5
4
9
5
3
8
3
5
3
.6
%
2
.1
%
2
.8
%
2
.3
%
1
.6
%
1
.9
%
2
.0
%
1
.1
%
1
.6
%
2
.2
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

1
2
3
1
1
2
2
2
4
9
0
.3
%
0
.6
%
0
.5
%
0
.5
%
0
.4
%
0
.4
%
0
.8
%
0
.8
%
0
.8
%
0
.6
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

0
1
1
0
0
0
2
3
5
6
0
.0
%
0
.3
%
0
.2
%
0
.0
%
0
.0
%
0
.0
%
0
.8
%
1
.1
%
1
.0
%
0
.4
%

5
じ
ん
ま
疹

0
2
2
1
1
2
2
2
4
8
0
.0
%
0
.6
%
0
.3
%
0
.5
%
0
.4
%
0
.4
%
0
.8
%
0
.8
%
0
.8
%
0
.5
%

6
な
し

1
4
7
1
1
2
2
5
9
7
7
1
0
3
1
8
0
8
6
8
4
1
7
0
6
0
9
4
8
.2
%
3
3
.7
%
4
0
.7
%
3
4
.8
%
4
1
.2
%
3
8
.2
%
3
4
.7
%
3
1
.6
%
3
3
.1
%
3
7
.5
%

7
不
明

9
8
1
4
3
2
4
1
1
0
7
1
0
1
2
0
8
1
0
9
1
1
6
2
2
5
6
7
4
3
2
.1
%
4
3
.1
%
3
7
.8
%
4
8
.4
%
4
0
.4
%
4
4
.2
%
4
4
.0
%
4
3
.6
%
4
3
.8
%
4
1
.6
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

4
8
5
8
1
0
6
2
9
3
8
6
7
4
3
5
0
9
3
2
6
6
1
5
.7
%
1
7
.5
%
1
6
.6
%
1
3
.1
%
1
5
.2
%
1
4
.2
%
1
7
.3
%
1
8
.8
%
1
8
.1
%
1
6
.4
%

計
3
0
7
3
3
3
6
4
0
2
2
4
2
5
3
4
7
7
2
5
3
2
7
0
5
2
3
1
6
4
0

回
答
者
数

3
0
5
3
3
2
6
3
7
2
2
1
2
5
0
4
7
1
2
4
8
2
6
6
5
1
4
1
6
2
2

質
問
１
０
祖
母
（
父
方
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

6
7
1
3
3
2
5
5
6
1
1
2
9
1
.9
%
2
.1
%
2
.0
%
1
.4
%
0
.8
%
1
.1
%
2
.0
%
2
.3
%
2
.1
%
1
.8
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

1
6
4
2
0
6
4
1
0
5
5
1
0
4
0
5
.2
%
1
.2
%
3
.1
%
2
.7
%
1
.6
%
2
.1
%
2
.0
%
1
.9
%
1
.9
%
2
.5
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

2
0
2
0
2
2
3
0
3
7
0
.6
%
0
.0
%
0
.3
%
0
.0
%
0
.8
%
0
.4
%
1
.2
%
0
.0
%
0
.6
%
0
.4
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

0
1
1
0
1
1
1
3
4
6
0
.0
%
0
.3
%
0
.2
%
0
.0
%
0
.4
%
0
.2
%
0
.4
%
1
.1
%
0
.8
%
0
.4
%

5
じ
ん
ま
疹

2
3
5
0
2
2
0
2
2
9
0
.6
%
0
.9
%
0
.8
%
0
.0
%
0
.8
%
0
.4
%
0
.0
%
0
.8
%
0
.4
%
0
.6
%

6
な
し

1
4
3
1
2
3
2
6
6
9
0
1
0
4
1
9
4
8
9
1
0
2
1
9
1
6
5
1
4
6
.3
%
3
7
.2
%
4
1
.6
%
4
0
.7
%
4
0
.9
%
4
0
.8
%
3
5
.7
%
3
8
.3
%
3
7
.1
%
3
9
.9
%

7
不
明

9
9
1
4
4
2
4
3
1
0
1
1
0
7
2
0
8
1
0
9
1
0
6
2
1
5
6
6
6
3
2
.0
%
4
3
.5
%
3
8
.0
%
4
5
.7
%
4
2
.1
%
4
3
.8
%
4
3
.8
%
3
9
.8
%
4
1
.7
%
4
0
.9
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

4
4
5
0
9
4
2
3
3
5
5
8
4
0
4
3
8
3
2
3
5
1
4
.2
%
1
5
.1
%
1
4
.7
%
1
0
.4
%
1
3
.8
%
1
2
.2
%
1
6
.1
%
1
6
.2
%
1
6
.1
%
1
4
.4
%

計
3
1
2
3
3
2
6
4
4
2
2
3
2
5
7
4
8
0
2
5
2
2
6
7
5
1
9
1
6
4
3

回
答
者
数

3
0
9
3
3
1
6
4
0
2
2
1
2
5
4
4
7
5
2
4
9
2
6
6
5
1
5
1
6
3
0
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質
問
１
１
祖
父
（
母
方
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

1
0
4
1
4
1
6
7
7
5
1
2
3
3
3
.3
%
1
.2
%
2
.2
%
0
.5
%
2
.4
%
1
.5
%
2
.8
%
1
.9
%
2
.3
%
2
.0
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

1
4
9
2
3
5
8
1
3
6
6
1
2
4
8
4
.6
%
2
.8
%
3
.6
%
2
.3
%
3
.2
%
2
.7
%
2
.4
%
2
.2
%
2
.3
%
3
.0
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

0
0
0
1
2
3
1
0
1
4
0
.0
%
0
.0
%
0
.0
%
0
.5
%
0
.8
%
0
.6
%
0
.4
%
0
.0
%
0
.2
%
0
.2
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

1
2
3
0
2
2
0
2
2
7
0
.3
%
0
.6
%
0
.5
%
0
.0
%
0
.8
%
0
.4
%
0
.0
%
0
.7
%
0
.4
%
0
.4
%

5
じ
ん
ま
疹

2
1
3
2
5
7
1
3
4
1
4
0
.7
%
0
.3
%
0
.5
%
0
.9
%
2
.0
%
1
.5
%
0
.4
%
1
.1
%
0
.8
%
0
.9
%

6
な
し

1
4
2
1
2
4
2
6
6
8
9
9
2
1
8
1
8
5
9
7
1
8
2
6
2
9
4
6
.4
%
3
7
.9
%
4
2
.0
%
4
0
.3
%
3
6
.4
%
3
8
.2
%
3
4
.0
%
3
6
.3
%
3
5
.2
%
3
8
.7
%

7
不
明

9
3
1
3
2
2
2
5
9
7
1
0
8
2
0
5
1
0
6
1
0
9
2
1
5
6
4
5
3
0
.4
%
4
0
.4
%
3
5
.5
%
4
3
.9
%
4
2
.7
%
4
3
.2
%
4
2
.4
%
4
0
.8
%
4
1
.6
%
3
9
.7
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

4
4
5
6
1
0
0
2
9
3
5
6
4
4
6
4
8
9
4
2
5
8
1
4
.4
%
1
7
.1
%
1
5
.8
%
1
3
.1
%
1
3
.8
%
1
3
.5
%
1
8
.4
%
1
8
.0
%
1
8
.2
%
1
5
.9
%

計
3
0
6
3
2
8
6
3
4
2
2
4
2
5
8
4
8
2
2
5
2
2
7
0
5
2
2
1
6
3
8

回
答
者
数

3
0
6
3
2
7
6
3
3
2
2
1
2
5
3
4
7
4
2
5
0
2
6
7
5
1
7
1
6
2
4

質
問
１
２
祖
母
（
母
方
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

6
4
1
0
1
3
4
5
6
1
1
2
5
2
.0
%
1
.2
%
1
.6
%
0
.5
%
1
.2
%
0
.8
%
2
.0
%
2
.2
%
2
.1
%
1
.5
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

1
6
1
2
2
8
9
9
1
8
1
1
7
1
8
6
4
5
.2
%
3
.7
%
4
.4
%
4
.1
%
3
.6
%
3
.8
%
4
.4
%
2
.6
%
3
.5
%
3
.9
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

4
3
7
1
2
3
2
2
4
1
4
1
.3
%
0
.9
%
1
.1
%
0
.5
%
0
.8
%
0
.6
%
0
.8
%
0
.7
%
0
.8
%
0
.9
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

0
1
1
0
1
1
2
2
4
6
0
.0
%
0
.3
%
0
.2
%
0
.0
%
0
.4
%
0
.2
%
0
.8
%
0
.7
%
0
.8
%
0
.4
%

5
じ
ん
ま
疹

3
6
9
3
3
6
3
4
7
2
2
1
.0
%
1
.8
%
1
.4
%
1
.4
%
1
.2
%
1
.3
%
1
.2
%
1
.5
%
1
.4
%
1
.4
%

6
な
し

1
4
6
1
2
8
2
7
4
9
4
1
0
7
2
0
1
8
4
1
0
3
1
8
7
6
6
2
4
7
.6
%
3
9
.0
%
4
3
.1
%
4
2
.5
%
4
2
.3
%
4
2
.4
%
3
3
.7
%
3
8
.6
%
3
6
.2
%
4
0
.7
%

7
不
明

9
4
1
2
8
2
2
2
9
5
1
0
4
1
9
9
1
0
8
1
0
8
2
1
6
6
3
7
3
0
.6
%
3
9
.0
%
3
5
.0
%
4
3
.0
%
4
1
.1
%
4
2
.0
%
4
3
.4
%
4
0
.4
%
4
1
.9
%
3
9
.2
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

4
4
4
9
9
3
2
0
2
9
4
9
3
9
3
9
7
8
2
2
0
1
4
.3
%
1
4
.9
%
1
4
.6
%
9
.0
%
1
1
.5
%
1
0
.3
%
1
5
.7
%
1
4
.6
%
1
5
.1
%
1
3
.5
%

計
3
1
3
3
3
1
6
4
4
2
2
3
2
5
8
4
8
1
2
5
4
2
7
1
5
2
5
1
6
5
0

回
答
者
数

3
0
7
3
2
8
6
3
5
2
2
1
2
5
3
4
7
4
2
4
9
2
6
7
5
1
6
1
6
2
5

質
問
１
３
父

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

1
8
2
0
3
8
1
0
1
5
2
5
1
1
2
3
3
4
9
7
5
.7
%
5
.9
%
5
.8
%
4
.3
%
5
.8
%
5
.1
%
4
.4
%
8
.4
%
6
.5
%
5
.8
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

5
3
6
1
1
1
4
3
6
4
9
8
5
3
6
4
4
8
0
2
7
9
1
6
.9
%
1
8
.0
%
1
7
.5
%
1
5
.7
%
1
8
.8
%
1
7
.3
%
1
4
.3
%
1
6
.1
%
1
5
.2
%
1
6
.7
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

1
0
1
5
2
5
2
9
1
1
5
8
1
3
4
9
3
.2
%
4
.4
%
3
.8
%
0
.9
%
3
.5
%
2
.2
%
2
.0
%
2
.9
%
2
.5
%
2
.9
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

8
9
1
7
5
3
8
8
7
1
5
4
0
2
.5
%
2
.7
%
2
.6
%
2
.2
%
1
.2
%
1
.6
%
3
.2
%
2
.6
%
2
.9
%
2
.4
%

5
じ
ん
ま
疹

1
2
2
2
3
4
8
1
1
1
9
1
1
1
5
2
6
7
9
3
.8
%
6
.5
%
5
.2
%
3
.5
%
4
.2
%
3
.9
%
4
.4
%
5
.5
%
5
.0
%
4
.7
%

6
な
し

1
7
5
1
7
3
3
4
8
1
3
3
1
3
7
2
7
0
1
3
4
1
4
4
2
7
8
8
9
6
5
5
.7
%
5
1
.0
%
5
3
.3
%
5
7
.8
%
5
2
.7
%
5
5
.1
%
5
3
.4
%
5
2
.6
%
5
3
.0
%
5
3
.7
%

7
不
明

3
1
4
3
7
4
3
1
3
6
6
7
4
1
3
1
7
2
2
1
3
9
.9
%
1
2
.7
%
1
1
.3
%
1
3
.5
%
1
3
.8
%
1
3
.7
%
1
6
.3
%
1
1
.3
%
1
3
.7
%
1
2
.8
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

3
0
2
5
5
5
1
4
1
9
3
3
2
2
1
9
4
1
1
2
9
9
.6
%
7
.4
%
8
.4
%
6
.1
%
7
.3
%
6
.7
%
8
.8
%
6
.9
%
7
.8
%
7
.7
%

計
3
3
7
3
6
8
7
0
5
2
3
9
2
7
9
5
1
8
2
6
8
2
9
1
5
5
9
1
7
8
2

回
答
者
数

3
1
4
3
3
9
6
5
3
2
3
0
2
6
0
4
9
0
2
5
1
2
7
4
5
2
5
1
6
6
8
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質
問
１
４
母

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

1
6
1
6
3
2
1
0
9
1
9
1
0
2
1
3
1
8
2
5
.0
%
4
.7
%
4
.8
%
4
.4
%
3
.4
%
3
.9
%
3
.9
%
7
.6
%
5
.8
%
4
.9
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

7
0
8
8
1
5
8
2
9
5
3
8
2
4
1
4
2
8
3
3
2
3
2
1
.8
%
2
5
.7
%
2
3
.8
%
1
2
.7
%
2
0
.2
%
1
6
.7
%
1
6
.1
%
1
5
.3
%
1
5
.7
%
1
9
.2
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

1
3
2
6
3
9
8
1
8
2
6
1
0
1
7
2
7
9
2
4
.0
%
7
.6
%
5
.9
%
3
.5
%
6
.9
%
5
.3
%
3
.9
%
6
.2
%
5
.1
%
5
.5
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

1
1
7
1
8
9
8
1
7
5
9
1
4
4
9
3
.4
%
2
.0
%
2
.7
%
3
.9
%
3
.1
%
3
.5
%
2
.0
%
3
.3
%
2
.6
%
2
.9
%

5
じ
ん
ま
疹

1
2
2
3
3
5
8
1
6
2
4
1
1
2
2
3
3
9
2
3
.7
%
6
.7
%
5
.3
%
3
.5
%
6
.1
%
4
.9
%
4
.3
%
8
.0
%
6
.2
%
5
.5
%

6
な
し

1
7
7
1
6
7
3
4
4
1
3
5
1
4
4
2
7
9
1
3
7
1
5
0
2
8
7
9
1
0
5
5
.1
%
4
8
.8
%
5
1
.9
%
5
9
.0
%
5
5
.0
%
5
6
.8
%
5
3
.7
%
5
4
.5
%
5
4
.2
%
5
4
.0
%

7
不
明

2
7
3
3
6
0
2
7
3
0
5
7
3
9
2
4
6
3
1
8
0
8
.4
%
9
.6
%
9
.0
%
1
1
.8
%
1
1
.5
%
1
1
.6
%
1
5
.3
%
8
.7
%
1
1
.9
%
1
0
.7
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

2
7
2
7
5
4
1
5
1
8
3
3
2
3
2
0
4
3
1
3
0
8
.4
%
7
.9
%
8
.1
%
6
.6
%
6
.9
%
6
.7
%
9
.0
%
7
.3
%
8
.1
%
7
.7
%

計
3
5
3
3
8
7
7
4
0
2
4
1
2
9
6
5
3
7
2
7
6
3
0
5
5
8
1
1
8
5
8

回
答
者
数

3
2
1
3
4
2
6
6
3
2
2
9
2
6
2
4
9
1
2
5
5
2
7
5
5
3
0
1
6
8
4

質
問
１
５
兄
弟
・
姉
妹

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

2
1
3
3
5
4
1
0
2
0
3
0
1
5
3
6
5
1
1
3
5
6
.5
%
9
.6
%
8
.1
%
4
.3
%
7
.7
%
6
.1
%
5
.9
%
1
3
.1
%
9
.6
%
8
.0
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

9
1
1
1
0
2
0
1
4
1
7
5
1
1
6
3
9
7
6
1
1
5
4
3
2
2
8
.3
%
3
2
.2
%
3
0
.3
%
1
7
.8
%
2
8
.8
%
2
3
.7
%
1
5
.4
%
2
7
.6
%
2
1
.7
%
2
5
.7
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

1
1
2
7
3
8
6
2
1
2
7
1
2
2
3
3
5
1
0
0
3
.4
%
7
.9
%
5
.7
%
2
.6
%
8
.1
%
5
.5
%
4
.7
%
8
.4
%
6
.6
%
5
.9
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

2
8
3
1
5
9
1
9
2
9
4
8
1
8
3
0
4
8
1
5
5
8
.7
%
9
.1
%
8
.9
%
8
.3
%
1
1
.2
%
9
.8
%
7
.1
%
1
0
.9
%
9
.1
%
9
.2
%

5
じ
ん
ま
疹

7
2
2
2
9
1
1
1
2
2
3
6
1
6
2
2
7
4
2
.2
%
6
.4
%
4
.4
%
4
.8
%
4
.6
%
4
.7
%
2
.4
%
5
.8
%
4
.2
%
4
.4
%

6
な
し

1
5
1
1
3
5
2
8
6
1
2
0
9
9
2
1
9
1
1
8
1
0
1
2
1
9
7
2
4
4
6
.9
%
3
9
.5
%
4
3
.1
%
5
2
.2
%
3
8
.1
%
4
4
.7
%
4
6
.5
%
3
6
.7
%
4
1
.4
%
4
3
.0
%

7
不
明

2
5
3
5
6
0
2
8
2
4
5
2
3
9
2
0
5
9
1
7
1
7
.8
%
1
0
.2
%
9
.0
%
1
2
.2
%
9
.2
%
1
0
.6
%
1
5
.4
%
7
.3
%
1
1
.2
%
1
0
.2
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

2
8
3
0
5
8
1
9
3
1
5
0
3
3
3
2
6
5
1
7
3
8
.7
%
8
.8
%
8
.7
%
8
.3
%
1
1
.9
%
1
0
.2
%
1
3
.0
%
1
1
.6
%
1
2
.3
%
1
0
.3
%

計
3
6
2
4
2
3
7
8
5
2
5
4
3
1
1
5
6
5
2
8
0
3
3
4
6
1
4
1
9
6
4

回
答
者
数

3
2
2
3
4
2
6
6
4
2
3
0
2
6
0
4
9
0
2
5
4
2
7
5
5
2
9
1
6
8
3

質
問
１
６
子
供

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
気
管
支
ぜ
ん
息

1
7
3
6
5
3
1
4
1
9
3
3
1
7
3
0
4
7
1
3
3
5
.8
%
1
0
.9
%
8
.5
%
6
.6
%
7
.5
%
7
.1
%
7
.5
%
1
1
.8
%
9
.8
%
8
.5
%

2
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

9
8
1
1
9
2
1
7
3
1
6
3
9
4
3
9
6
4
1
0
3
4
1
4
3
3
.7
%
3
6
.1
%
3
4
.9
%
1
4
.6
%
2
4
.9
%
2
0
.2
%
1
7
.3
%
2
5
.2
%
2
1
.5
%
2
6
.4
%

3
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

2
5
3
5
6
0
8
2
1
2
9
1
5
2
2
3
7
1
2
6
8
.6
%
1
0
.6
%
9
.7
%
3
.8
%
8
.3
%
6
.2
%
6
.6
%
8
.7
%
7
.7
%
8
.0
%

4
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

2
5
4
2
6
7
2
6
2
3
4
9
2
5
3
4
5
9
1
7
5
8
.6
%
1
2
.7
%
1
0
.8
%
1
2
.3
%
9
.1
%
1
0
.5
%
1
1
.1
%
1
3
.4
%
1
2
.3
%
1
1
.2
%

5
じ
ん
ま
疹

1
8
2
1
3
9
1
0
9
1
9
6
1
4
2
0
7
8
6
.2
%
6
.4
%
6
.3
%
4
.7
%
3
.6
%
4
.1
%
2
.7
%
5
.5
%
4
.2
%
5
.0
%

6
な
し

8
6
7
4
1
6
0
6
5
6
9
1
3
4
7
6
5
7
1
3
3
4
2
7
2
9
.6
%
2
2
.4
%
2
5
.8
%
3
0
.7
%
2
7
.3
%
2
8
.8
%
3
3
.6
%
2
2
.4
%
2
7
.7
%
2
7
.3
%

7
不
明

9
1
2
2
1
8
5
1
3
1
1
1
1
2
4
6
3
.1
%
3
.6
%
3
.4
%
3
.8
%
2
.0
%
2
.8
%
4
.9
%
0
.4
%
2
.5
%
2
.9
%

8
該
当
す
る
家
族
は
い
な
い

7
8
1
0
6
1
8
4
8
4
1
0
3
1
8
7
7
7
1
0
9
1
8
6
5
5
7
2
6
.8
%
3
2
.1
%
2
9
.6
%
3
9
.6
%
4
0
.7
%
4
0
.2
%
3
4
.1
%
4
2
.9
%
3
8
.8
%
3
5
.6
%

計
3
5
6
4
4
5
8
0
1
2
4
6
3
1
2
5
5
8
2
6
6
3
3
1
5
9
7
1
9
5
6

回
答
者
数

2
9
1
3
3
0
6
2
1
2
1
2
2
5
3
4
6
5
2
2
6
2
5
4
4
8
0
1
5
6
6
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＊
質
問
８
で
「
既
往
歴
」
の
あ
っ
た
方
の
み
、
次
の
質
問
１
７
～
質
問
３
４
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
注
：
既
往
歴
の
な
い
方
の
回
答
も
集
計
し
て
い
る
）

〔
症
状
２
〕

あ
な
た
の
症
状
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

質
問
１
７
次
の
よ
う
な
症
状
の
う
ち
、
あ
な
た
に
最
初
に
お
こ
っ
た
症
状
は
何
で
し
た
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
鼻
の
症
状

1
4
0
1
3
6
2
7
6
9
2
9
7
1
8
9
8
9
1
0
6
1
9
5
6
6
0
7
1
.4
%
6
5
.4
%
6
8
.3
%
6
8
.7
%
6
0
.2
%
6
4
.1
%
6
7
.9
%
6
2
.4
%
6
4
.8
%
6
6
.0
%

2
目
の
症
状

4
2
4
6
8
8
3
2
4
4
7
6
2
7
4
0
6
7
2
3
1
2
1
.4
%
2
2
.1
%
2
1
.8
%
2
3
.9
%
2
7
.3
%
2
5
.8
%
2
0
.6
%
2
3
.5
%
2
2
.3
%
2
3
.1
%

3
の
ど
の
症
状
（
の
ど
の
か
ゆ
み
、
せ

き
）

1
4
2
6
4
0
1
0
2
0
3
0
1
5
2
4
3
9
1
0
9
7
.1
%
1
2
.5
%
9
.9
%
7
.5
%
1
2
.4
%
1
0
.2
%
1
1
.5
%
1
4
.1
%
1
3
.0
%
1
0
.9
%

計
1
9
6
2
0
8
4
0
4
1
3
4
1
6
1
2
9
5
1
3
1
1
7
0
3
0
1
1
0
0
0
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
１
８
そ
の
症
状
が
最
初
に
お
こ
っ
た
の
は
い
つ
で
し
た
か
。
（
満
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

0
～
1
4
歳

7
7
7
8
1
5
5
6
4
5
5
1
1
9
5
5
5
5
1
1
0
3
8
4
3
9
.3
%
3
6
.8
%
3
8
.0
%
4
7
.8
%
3
4
.0
%
4
0
.2
%
4
2
.3
%
3
1
.8
%
3
6
.3
%
3
8
.1
%

1
5
～
2
9
歳

4
4
6
6
1
1
0
2
5
5
3
7
8
3
2
4
9
8
1
2
6
9
2
2
.4
%
3
1
.1
%
2
7
.0
%
1
8
.7
%
3
2
.7
%
2
6
.4
%
2
4
.6
%
2
8
.3
%
2
6
.7
%
2
6
.7
%

3
0
～
4
4
歳

4
5
4
1
8
6
2
0
2
7
4
7
2
4
2
9
5
3
1
8
6
2
3
.0
%
1
9
.3
%
2
1
.1
%
1
4
.9
%
1
6
.7
%
1
5
.9
%
1
8
.5
%
1
6
.8
%
1
7
.5
%
1
8
.5
%

4
5
～
5
9
歳

1
9
1
4
3
3
1
5
1
8
3
3
1
3
2
4
3
7
1
0
3
9
.7
%
6
.6
%
8
.1
%
1
1
.2
%
1
1
.1
%
1
1
.1
%
1
0
.0
%
1
3
.9
%
1
2
.2
%
1
0
.2
%

6
0
歳
以
上

1
1
1
3
2
4
1
0
9
1
9
6
1
6
2
2
6
5
5
.6
%
6
.1
%
5
.9
%
7
.5
%
5
.6
%
6
.4
%
4
.6
%
9
.2
%
7
.3
%
6
.5
%

計
1
9
6
2
1
2
4
0
8
1
3
4
1
6
2
2
9
6
1
3
0
1
7
3
3
0
3
1
0
0
7
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
１
９
そ
の
季
節
は
い
つ
で
し
た
か

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
春

1
5
2
1
6
3
3
1
5
9
1
1
1
7
2
0
8
9
3
1
1
9
2
1
2
7
3
5
7
6
.0
%
7
5
.8
%
7
5
.9
%
7
0
.5
%
7
5
.0
%
7
3
.0
%
7
2
.7
%
7
0
.0
%
7
1
.1
%
7
3
.6
%

2
夏

9
4
1
3
6
7
1
3
3
8
1
1
3
7
4
.5
%
1
.9
%
3
.1
%
4
.7
%
4
.5
%
4
.6
%
2
.3
%
4
.7
%
3
.7
%
3
.7
%

3
秋

1
4
3
1
4
5
8
1
5
2
3
1
0
2
0
3
0
9
8
7
.0
%
1
4
.4
%
1
0
.8
%
6
.2
%
9
.6
%
8
.1
%
7
.8
%
1
1
.8
%
1
0
.1
%
9
.8
%

4
冬

2
5
1
7
4
2
2
4
1
7
4
1
2
2
2
3
4
5
1
2
8
1
2
.5
%
7
.9
%
1
0
.1
%
1
8
.6
%
1
0
.9
%
1
4
.4
%
1
7
.2
%
1
3
.5
%
1
5
.1
%
1
2
.8
%

計
2
0
0
2
1
5
4
1
5
1
2
9
1
5
6
2
8
5
1
2
8
1
7
0
2
9
8
9
9
8
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
０
そ
の
症
状
が
、
最
も
お
こ
り
や
す
い
の
は
ど
の
時
期
で
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
春

1
5
9
1
6
0
3
1
9
9
0
1
1
5
2
0
5
9
2
1
2
7
2
1
9
7
4
3
7
9
.5
%
7
4
.4
%
7
6
.9
%
6
7
.7
%
7
2
.3
%
7
0
.2
%
7
1
.3
%
7
3
.8
%
7
2
.8
%
7
3
.7
%

2
夏

6
7
1
3
3
4
7
4
6
1
0
3
0
3
.0
%
3
.3
%
3
.1
%
2
.3
%
2
.5
%
2
.4
%
3
.1
%
3
.5
%
3
.3
%
3
.0
%

3
秋

1
4
2
9
4
3
1
3
1
8
3
1
1
1
2
0
3
1
1
0
5
7
.0
%
1
3
.5
%
1
0
.4
%
9
.8
%
1
1
.3
%
1
0
.6
%
8
.5
%
1
1
.6
%
1
0
.3
%
1
0
.4
%

4
冬

2
1
1
9
4
0
2
7
2
2
4
9
2
2
1
9
4
1
1
3
0
1
0
.5
%
8
.8
%
9
.6
%
2
0
.3
%
1
3
.8
%
1
6
.8
%
1
7
.1
%
1
1
.0
%
1
3
.6
%
1
2
.9
%

計
2
0
0
2
1
5
4
1
5
1
3
3
1
5
9
2
9
2
1
2
9
1
7
2
3
0
1
1
0
0
8
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

44



質
問
２
１
そ
の
症
状
が
最
も
お
こ
り
や
す
い
の
は
ど
の
よ
う
な
天
候
で
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
晴

5
1
6
0
1
1
1
3
3
4
7
8
0
4
8
3
5
8
3
2
7
4
2
5
.4
%
2
7
.4
%
2
6
.4
%
2
3
.9
%
2
8
.8
%
2
6
.6
%
3
6
.6
%
1
9
.9
%
2
7
.0
%
2
6
.7
%

2
曇

6
1
0
1
6
8
1
0
1
8
1
0
1
7
2
7
6
1
3
.0
%
4
.6
%
3
.8
%
5
.8
%
6
.1
%
6
.0
%
7
.6
%
9
.7
%
8
.8
%
5
.9
%

3
雨

6
5
1
1
6
5
1
1
3
6
9
3
1
3
.0
%
2
.3
%
2
.6
%
4
.3
%
3
.1
%
3
.7
%
2
.3
%
3
.4
%
2
.9
%
3
.0
%

4
風
が
強
い

7
8
7
3
1
5
1
3
1
4
5
7
6
2
6
4
9
7
5
3
0
2
3
8
.8
%
3
3
.3
%
3
6
.0
%
2
2
.5
%
2
7
.6
%
2
5
.2
%
1
9
.8
%
2
7
.8
%
2
4
.4
%
2
9
.4
%

5
不
明

6
0
7
1
1
3
1
6
0
5
6
1
1
6
4
4
6
9
1
1
3
3
6
0
2
9
.9
%
3
2
.4
%
3
1
.2
%
4
3
.5
%
3
4
.4
%
3
8
.5
%
3
3
.6
%
3
9
.2
%
3
6
.8
%
3
5
.0
%

計
2
0
1
2
1
9
4
2
0
1
3
8
1
6
3
3
0
1
1
3
1
1
7
6
3
0
7
1
0
2
8
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
２
そ
の
症
状
が
最
も
お
こ
り
や
す
い
の
は
1
日
の
う
ち
い
つ
で
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
朝
（
6
時
～
1
0
時
）

6
4
8
3
1
4
7
5
5
7
3
1
2
8
4
6
7
4
1
2
0
3
9
5
3
1
.8
%
3
8
.2
%
3
5
.2
%
4
0
.7
%
4
5
.1
%
4
3
.1
%
3
5
.9
%
4
2
.0
%
3
9
.5
%
3
8
.8
%

2
昼
（
1
0
時
～
4
時
）

7
4
5
8
1
3
2
2
8
3
2
6
0
3
9
4
1
8
0
2
7
2
3
6
.8
%
2
6
.7
%
3
1
.6
%
2
0
.7
%
1
9
.8
%
2
0
.2
%
3
0
.5
%
2
3
.3
%
2
6
.3
%
2
6
.7
%

3
夕
方
（
4
時
～
6
時
）

1
7
1
4
3
1
1
3
1
1
2
4
1
1
1
3
2
4
7
9
8
.5
%
6
.5
%
7
.4
%
9
.6
%
6
.8
%
8
.1
%
8
.6
%
7
.4
%
7
.9
%
7
.8
%

4
夜
（
6
時
～
1
0
時
）

2
4
2
9
5
3
2
1
1
5
3
6
1
4
2
5
3
9
1
2
8
1
1
.9
%
1
3
.4
%
1
2
.7
%
1
5
.6
%
9
.3
%
1
2
.1
%
1
0
.9
%
1
4
.2
%
1
2
.8
%
1
2
.6
%

5
そ
の
他

2
2
3
3
5
5
1
8
3
1
4
9
1
8
2
3
4
1
1
4
5
1
0
.9
%
1
5
.2
%
1
3
.2
%
1
3
.3
%
1
9
.1
%
1
6
.5
%
1
4
.1
%
1
3
.1
%
1
3
.5
%
1
4
.2
%

計
2
0
1
2
1
7
4
1
8
1
3
5
1
6
2
2
9
7
1
2
8
1
7
6
3
0
4
1
0
1
9
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
３
最
近
1
年
間
で
、
そ
の
症
状
が
お
こ
っ
た
の
は
何
月
で
し
た
か
。
（
い
く
つ
で
も
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

H
1
7
.1
1
1
1
平
成
1
7
年
1
1
月

2
2
3
3
5
5
2
9
1
9
4
8
1
8
3
6
5
4
1
5
7
1
1
.8
%
1
7
.0
%
1
4
.5
%
2
4
.0
%
1
3
.0
%
1
8
.0
%
1
4
.9
%
2
1
.7
%
1
8
.8
%
1
6
.8
%

1
2
平
成
1
7
年
1
2
月

1
8
2
2
4
0
2
3
1
1
3
4
1
8
2
9
4
7
1
2
1
9
.7
%
1
1
.3
%
1
0
.5
%
1
9
.0
%
7
.5
%
1
2
.7
%
1
4
.9
%
1
7
.5
%
1
6
.4
%
1
3
.0
%

H
1
8
.1
1
平
成
1
8
年
1
月

2
5
3
0
5
5
2
4
2
0
4
4
2
0
3
8
5
8
1
5
7
1
3
.4
%
1
5
.5
%
1
4
.5
%
1
9
.8
%
1
3
.7
%
1
6
.5
%
1
6
.5
%
2
2
.9
%
2
0
.2
%
1
6
.8
%

2
平
成
1
8
年
2
月

7
0
8
8
1
5
8
5
1
5
5
1
0
6
4
7
6
9
1
1
6
3
8
0
3
7
.6
%
4
5
.4
%
4
1
.6
%
4
2
.1
%
3
7
.7
%
3
9
.7
%
3
8
.8
%
4
1
.6
%
4
0
.4
%
4
0
.7
%

H
1
8
.3
3
平
成
1
8
年
3
月

1
1
9
1
3
8
2
5
7
7
0
8
9
1
5
9
7
7
1
0
8
1
8
5
6
0
1
6
4
.0
%
7
1
.1
%
6
7
.6
%
5
7
.9
%
6
1
.0
%
5
9
.6
%
6
3
.6
%
6
5
.1
%
6
4
.5
%
6
4
.3
%

4
平
成
1
8
年
4
月

1
1
0
1
2
2
2
3
2
6
4
9
1
1
5
5
7
0
9
2
1
6
2
5
4
9
5
9
.1
%
6
2
.9
%
6
1
.1
%
5
2
.9
%
6
2
.3
%
5
8
.1
%
5
7
.9
%
5
5
.4
%
5
6
.4
%
5
8
.8
%

H
1
8
.5
5
平
成
1
8
年
5
月

7
8
9
0
1
6
8
4
6
5
4
1
0
0
4
5
6
4
1
0
9
3
7
7
4
1
.9
%
4
6
.4
%
4
4
.2
%
3
8
.0
%
3
7
.0
%
3
7
.5
%
3
7
.2
%
3
8
.6
%
3
8
.0
%
4
0
.4
%

6
平
成
1
8
年
6
月

2
6
3
7
6
3
2
1
2
4
4
5
2
4
2
6
5
0
1
5
8
1
4
.0
%
1
9
.1
%
1
6
.6
%
1
7
.4
%
1
6
.4
%
1
6
.9
%
1
9
.8
%
1
5
.7
%
1
7
.4
%
1
6
.9
%

H
1
8
.7
7
平
成
1
8
年
7
月

2
1
1
7
3
8
1
1
7
1
8
1
2
1
9
3
1
8
7
1
1
.3
%
8
.8
%
1
0
.0
%
9
.1
%
4
.8
%
6
.7
%
9
.9
%
1
1
.4
%
1
0
.8
%
9
.3
%

8
平
成
1
8
年
8
月

1
9
2
0
3
9
1
2
1
1
2
3
1
1
2
2
3
3
9
5
1
0
.2
%
1
0
.3
%
1
0
.3
%
9
.9
%
7
.5
%
8
.6
%
9
.1
%
1
3
.3
%
1
1
.5
%
1
0
.2
%

H
1
8
.9
9
平
成
1
8
年
9
月

3
8
5
4
9
2
2
8
3
4
6
2
2
1
3
7
5
8
2
1
2
2
0
.4
%
2
7
.8
%
2
4
.2
%
2
3
.1
%
2
3
.3
%
2
3
.2
%
1
7
.4
%
2
2
.3
%
2
0
.2
%
2
2
.7
%

1
0
平
成
1
8
年
1
0
月

5
1
5
5
1
0
6
3
7
3
5
7
2
3
4
4
5
7
9
2
5
7
2
7
.4
%
2
8
.4
%
2
7
.9
%
3
0
.6
%
2
4
.0
%
2
7
.0
%
2
8
.1
%
2
7
.1
%
2
7
.5
%
2
7
.5
%

計
5
5
7
6
5
1
1
2
0
8
3
6
4
4
2
0
7
8
4
3
6
1
5
2
0
8
8
1
2
8
7
3

回
答
者
数

1
8
6
1
9
4
3
8
0
1
2
1
1
4
6
2
6
7
1
2
1
1
6
6
2
8
7
9
3
4
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〔
症
状
の
変
化
〕

次
の
症
状
に
つ
い
て
、
初
め
て
症
状
が
お
こ
っ
た
と
き
に
く
ら
べ
最
近
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か

質
問
２
４
く
し
ゃ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
多
く
な
っ
た

3
9
5
4
9
3
3
3
2
8
6
1
1
8
3
1
4
9
2
0
3
1
9
.6
%
2
4
.7
%
2
2
.2
%
2
4
.6
%
1
7
.2
%
2
0
.5
%
1
3
.6
%
1
7
.7
%
1
6
.0
%
1
9
.9
%

2
少
な
く
な
っ
た

6
9
5
9
1
2
8
3
5
6
4
9
9
3
8
6
1
9
9
3
2
6
3
4
.7
%
2
6
.9
%
3
0
.6
%
2
6
.1
%
3
9
.3
%
3
3
.3
%
2
8
.8
%
3
4
.9
%
3
2
.2
%
3
1
.9
%

3
変
わ
ら
な
い

7
8
8
5
1
6
3
4
9
5
9
1
0
8
6
4
6
9
1
3
3
4
0
4
3
9
.2
%
3
8
.8
%
3
9
.0
%
3
6
.6
%
3
6
.2
%
3
6
.4
%
4
8
.5
%
3
9
.4
%
4
3
.3
%
3
9
.5
%

4
不
明

1
3
2
1
3
4
1
7
1
2
2
9
1
2
1
4
2
6
8
9
6
.5
%
9
.6
%
8
.1
%
1
2
.7
%
7
.4
%
9
.8
%
9
.1
%
8
.0
%
8
.5
%
8
.7
%

計
1
9
9
2
1
9
4
1
8
1
3
4
1
6
3
2
9
7
1
3
2
1
7
5
3
0
7
1
0
2
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
５
鼻
み
ず

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
多
く
な
っ
た

4
4
6
9
1
1
3
3
8
2
9
6
7
3
1
4
1
7
2
2
5
2
2
1
.9
%
3
1
.1
%
2
6
.7
%
2
8
.4
%
1
7
.9
%
2
2
.6
%
2
3
.1
%
2
3
.6
%
2
3
.4
%
2
4
.5
%

2
少
な
く
な
っ
た

6
6
5
2
1
1
8
3
3
6
3
9
6
3
2
6
0
9
2
3
0
6
3
2
.8
%
2
3
.4
%
2
7
.9
%
2
4
.6
%
3
8
.9
%
3
2
.4
%
2
3
.9
%
3
4
.5
%
2
9
.9
%
2
9
.8
%

3
変
わ
ら
な
い

8
0
8
8
1
6
8
5
3
5
9
1
1
2
6
5
6
3
1
2
8
4
0
8
3
9
.8
%
3
9
.6
%
3
9
.7
%
3
9
.6
%
3
6
.4
%
3
7
.8
%
4
8
.5
%
3
6
.2
%
4
1
.6
%
3
9
.7
%

4
不
明

1
1
1
3
2
4
1
0
1
1
2
1
6
1
0
1
6
6
1
5
.5
%
5
.9
%
5
.7
%
7
.5
%
6
.8
%
7
.1
%
4
.5
%
5
.7
%
5
.2
%
5
.9
%

計
2
0
1
2
2
2
4
2
3
1
3
4
1
6
2
2
9
6
1
3
4
1
7
4
3
0
8
1
0
2
7
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
６
鼻
づ
ま
り

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
多
く
な
っ
た

4
2
4
5
8
7
3
4
3
0
6
4
2
4
3
7
6
1
2
1
2
2
1
.0
%
2
0
.6
%
2
0
.8
%
2
5
.8
%
1
8
.9
%
2
2
.0
%
1
8
.0
%
2
1
.6
%
2
0
.1
%
2
0
.9
%

2
少
な
く
な
っ
た

6
7
5
4
1
2
1
3
8
5
4
9
2
3
0
4
7
7
7
2
9
0
3
3
.5
%
2
4
.8
%
2
8
.9
%
2
8
.8
%
3
4
.0
%
3
1
.6
%
2
2
.6
%
2
7
.5
%
2
5
.3
%
2
8
.6
%

3
変
わ
ら
な
い

7
9
1
0
1
1
8
0
5
2
5
7
1
0
9
6
9
6
9
1
3
8
4
2
7
3
9
.5
%
4
6
.3
%
4
3
.1
%
3
9
.4
%
3
5
.8
%
3
7
.5
%
5
1
.9
%
4
0
.4
%
4
5
.4
%
4
2
.2
%

4
不
明

1
2
1
8
3
0
8
1
8
2
6
1
0
1
8
2
8
8
4
6
.0
%
8
.3
%
7
.2
%
6
.1
%
1
1
.3
%
8
.9
%
7
.5
%
1
0
.5
%
9
.2
%
8
.3
%

計
2
0
0
2
1
8
4
1
8
1
3
2
1
5
9
2
9
1
1
3
3
1
7
1
3
0
4
1
0
1
3
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
２
７
目
の
か
ゆ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
多
く
な
っ
た

3
6
5
5
9
1
3
1
3
9
7
0
2
0
3
9
5
9
2
2
0
1
8
.6
%
2
4
.9
%
2
1
.9
%
2
3
.1
%
2
4
.2
%
2
3
.7
%
1
5
.4
%
2
2
.5
%
1
9
.5
%
2
1
.7
%

2
少
な
く
な
っ
た

6
4
6
6
1
3
0
2
5
5
6
8
1
4
2
5
1
9
3
3
0
4
3
3
.0
%
2
9
.9
%
3
1
.3
%
1
8
.7
%
3
4
.8
%
2
7
.5
%
3
2
.3
%
2
9
.5
%
3
0
.7
%
3
0
.0
%

3
変
わ
ら
な
い

7
4
7
8
1
5
2
6
5
4
7
1
1
2
5
0
6
5
1
1
5
3
7
9
3
8
.1
%
3
5
.3
%
3
6
.6
%
4
8
.5
%
2
9
.2
%
3
8
.0
%
3
8
.5
%
3
7
.6
%
3
8
.0
%
3
7
.4
%

4
不
明

2
0
2
2
4
2
1
3
1
9
3
2
1
8
1
8
3
6
1
1
0
1
0
.3
%
1
0
.0
%
1
0
.1
%
9
.7
%
1
1
.8
%
1
0
.8
%
1
3
.8
%
1
0
.4
%
1
1
.9
%
1
0
.9
%

計
1
9
4
2
2
1
4
1
5
1
3
4
1
6
1
2
9
5
1
3
0
1
7
3
3
0
3
1
0
1
3
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
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質
問
２
８
の
ど
の
か
ゆ
み

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
多
く
な
っ
た

1
6
4
1
5
7
1
5
2
0
3
5
1
5
1
7
3
2
1
2
4
8
.4
%
1
9
.1
%
1
4
.1
%
1
1
.7
%
1
2
.7
%
1
2
.3
%
1
1
.9
%
1
0
.4
%
1
1
.1
%
1
2
.7
%

2
少
な
く
な
っ
た

3
8
4
7
8
5
2
2
4
3
6
5
1
7
3
6
5
3
2
0
3
2
0
.0
%
2
1
.9
%
2
1
.0
%
1
7
.2
%
2
7
.4
%
2
2
.8
%
1
3
.5
%
2
2
.1
%
1
8
.3
%
2
0
.7
%

3
変
わ
ら
な
い

8
1
8
5
1
6
6
6
0
6
0
1
2
0
5
3
6
9
1
2
2
4
0
8
4
2
.6
%
3
9
.5
%
4
1
.0
%
4
6
.9
%
3
8
.2
%
4
2
.1
%
4
2
.1
%
4
2
.3
%
4
2
.2
%
4
1
.7
%

4
不
明

5
5
4
2
9
7
3
1
3
4
6
5
4
1
4
1
8
2
2
4
4
2
8
.9
%
1
9
.5
%
2
4
.0
%
2
4
.2
%
2
1
.7
%
2
2
.8
%
3
2
.5
%
2
5
.2
%
2
8
.4
%
2
4
.9
%

計
1
9
0
2
1
5
4
0
5
1
2
8
1
5
7
2
8
5
1
2
6
1
6
3
2
8
9
9
7
9
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

〔
検
査
〕

質
問
２
９
こ
れ
ら
の
症
状
に
つ
い
て
、
今
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
あ
り

1
1
9
1
0
9
2
2
8
6
3
1
0
2
1
6
5
6
9
1
0
4
1
7
3
5
6
6
5
6
.7
%
4
8
.7
%
5
2
.5
%
4
6
.7
%
5
9
.0
%
5
3
.6
%
4
8
.9
%
5
6
.5
%
5
3
.2
%
5
3
.0
%

2
な
し

9
1
1
1
5
2
0
6
7
2
7
1
1
4
3
7
2
8
0
1
5
2
5
0
1
4
3
.3
%
5
1
.3
%
4
7
.5
%
5
3
.3
%
4
1
.0
%
4
6
.4
%
5
1
.1
%
4
3
.5
%
4
6
.8
%
4
7
.0
%

計
2
1
0
2
2
4
4
3
4
1
3
5
1
7
3
3
0
8
1
4
1
1
8
4
3
2
5
1
0
6
7
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
３
０
ど
の
よ
う
な
検
査
を
受
け
ま
し
た
か
。
（
い
く
つ
で
も
）
あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
鼻
鏡
検
査

4
6
3
4
8
0
2
5
2
9
5
4
2
8
3
8
6
6
2
0
0
3
5
.1
%
2
8
.3
%
3
1
.9
%
3
7
.3
%
2
8
.2
%
3
1
.8
%
3
7
.8
%
3
3
.9
%
3
5
.5
%
3
2
.9
%

2
鼻
汁
検
査

1
7
1
5
3
2
8
9
1
7
1
2
1
1
2
3
7
2
1
3
.0
%
1
2
.5
%
1
2
.7
%
1
1
.9
%
8
.7
%
1
0
.0
%
1
6
.2
%
9
.8
%
1
2
.4
%
1
1
.9
%

3
血
液
検
査
（
R
A
S
T
法
）

8
0
6
5
1
4
5
3
4
6
2
9
6
5
1
6
8
1
1
9
3
6
0
6
1
.1
%
5
4
.2
%
5
7
.8
%
5
0
.7
%
6
0
.2
%
5
6
.5
%
6
8
.9
%
6
0
.7
%
6
4
.0
%
5
9
.3
%

4
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

1
0
1
0
2
0
7
4
1
1
7
1
2
1
9
5
0
7
.6
%
8
.3
%
8
.0
%
1
0
.4
%
3
.9
%
6
.5
%
9
.5
%
1
0
.7
%
1
0
.2
%
8
.2
%

5
皮
膚
テ
ス
ト

2
2
1
4
3
6
1
2
3
3
4
5
1
0
2
6
3
6
1
1
7
1
6
.8
%
1
1
.7
%
1
4
.3
%
1
7
.9
%
3
2
.0
%
2
6
.5
%
1
3
.5
%
2
3
.2
%
1
9
.4
%
1
9
.3
%

6
目
の
検
査

3
7
4
2
7
9
2
0
3
3
5
3
3
1
4
2
7
3
2
0
5
2
8
.2
%
3
5
.0
%
3
1
.5
%
2
9
.9
%
3
2
.0
%
3
1
.2
%
4
1
.9
%
3
7
.5
%
3
9
.2
%
3
3
.8
%

7
め
や
に
の
検
査

2
6
8
2
2
4
0
4
4
1
6
1
.5
%
5
.0
%
3
.2
%
3
.0
%
1
.9
%
2
.4
%
0
.0
%
3
.6
%
2
.2
%
2
.6
%

計
2
1
4
1
8
6
4
0
0
1
0
8
1
7
2
2
8
0
1
3
9
2
0
1
3
4
0
1
0
2
0

回
答
者
数

1
3
1
1
2
0
2
5
1
6
7
1
0
3
1
7
0
7
4
1
1
2
1
8
6
6
0
7

※
R
A
S
T
法
と
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
（
花
粉
、
か
び
な
ど
）
を
特
定
す
る
検
査
。

質
問
３
１
検
査
の
結
果
で
、
原
因
物
質
は
ど
れ
で
し
た
か
。
（
い
く
つ
で
も
）

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
花
粉

1
0
8
1
0
1
2
0
9
4
9
8
6
1
3
5
5
7
7
8
1
3
5
4
7
9
8
0
.0
%
7
7
.1
%
7
8
.6
%
6
6
.2
%
7
8
.2
%
7
3
.4
%
7
0
.4
%
6
7
.2
%
6
8
.5
%
7
4
.0
%

2
か
び

1
4
1
1
2
5
8
9
1
7
9
1
4
2
3
6
5
1
0
.4
%
8
.4
%
9
.4
%
1
0
.8
%
8
.2
%
9
.2
%
1
1
.1
%
1
2
.1
%
1
1
.7
%
1
0
.0
%

3
ダ
ニ

3
5
2
9
6
4
2
1
3
0
5
1
2
5
2
7
5
2
1
6
7
2
5
.9
%
2
2
.1
%
2
4
.1
%
2
8
.4
%
2
7
.3
%
2
7
.7
%
3
0
.9
%
2
3
.3
%
2
6
.4
%
2
5
.8
%

4
そ
の
他

2
7
2
7
5
4
1
5
3
2
4
7
2
2
4
2
6
4
1
6
5
2
0
.0
%
2
0
.6
%
2
0
.3
%
2
0
.3
%
2
9
.1
%
2
5
.5
%
2
7
.2
%
3
6
.2
%
3
2
.5
%
2
5
.5
%

5
不
明

1
5
2
0
3
5
1
6
1
1
2
7
1
1
1
9
3
0
9
2
1
1
.1
%
1
5
.3
%
1
3
.2
%
2
1
.6
%
1
0
.0
%
1
4
.7
%
1
3
.6
%
1
6
.4
%
1
5
.2
%
1
4
.2
%

計
1
9
9
1
8
8
3
8
7
1
0
9
1
6
8
2
7
7
1
2
4
1
8
0
3
0
4
9
6
8

回
答
者
数

1
3
5
1
3
1
2
6
6
7
4
1
1
0
1
8
4
8
1
1
1
6
1
9
7
6
4
7
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＊
質
問
3
1
で
「
１
　
花
粉
」
と
答
え
た
方
の
み
、
次
の
質
問
3
2
～
質
問
3
4
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

〔
治
療
〕

質
問
３
２
こ
れ
ら
の
症
状
に
つ
い
て
、
使
用
し
て
い
る
薬
は
あ
り
ま
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
な
し

2
3
2
9
5
2
2
0
1
8
3
8
2
2
2
1
4
3
1
3
3
1
8
.3
%
2
3
.2
%
2
0
.7
%
2
9
.4
%
1
6
.8
%
2
1
.7
%
3
0
.1
%
2
0
.4
%
2
4
.4
%
2
2
.1
%

2
市
販
の
薬
（
鼻
炎
薬
、
点
鼻
薬
、
点

眼
薬
な
ど
）
を
使
用
し
て
い
る

3
2
3
3
6
5
1
5
2
1
3
6
1
3
2
1
3
4
1
3
5
2
5
.4
%
2
6
.4
%
2
5
.9
%
2
2
.1
%
1
9
.6
%
2
0
.6
%
1
7
.8
%
2
0
.4
%
1
9
.3
%
2
2
.4
%

3
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬
を
使

用
し
て
い
る

7
1
6
3
1
3
4
3
3
6
8
1
0
1
3
8
6
1
9
9
3
3
4
5
6
.3
%
5
0
.4
%
5
3
.4
%
4
8
.5
%
6
3
.6
%
5
7
.7
%
5
2
.1
%
5
9
.2
%
5
6
.3
%
5
5
.5
%

計
1
2
6
1
2
5
2
5
1
6
8
1
0
7
1
7
5
7
3
1
0
3
1
7
6
6
0
2
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
３
３
質
問
３
２
で
２
又
は
３
と
答
え
た
方
に
つ
い
て
、
薬
は
、
い
つ
か
ら
使
い
始
め
ま
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
症
状
が
出
た
ら

7
7
7
4
1
5
1
3
7
6
5
1
0
2
3
6
4
8
8
4
3
3
7
7
2
.6
%
7
7
.1
%
7
4
.8
%
7
5
.5
%
7
3
.0
%
7
3
.9
%
6
9
.2
%
5
9
.3
%
6
3
.2
%
7
1
.2
%

2
症
状
が
出
る
前
か
ら

2
9
2
2
5
1
1
2
2
4
3
6
1
6
3
3
4
9
1
3
6
2
7
.4
%
2
2
.9
%
2
5
.2
%
2
4
.5
%
2
7
.0
%
2
6
.1
%
3
0
.8
%
4
0
.7
%
3
6
.8
%
2
8
.8
%

計
1
0
6
9
6
2
0
2
4
9
8
9
1
3
8
5
2
8
1
1
3
3
4
7
3
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

質
問
３
４
こ
れ
ま
で
減
感
作
療
法
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

あ
き
る
野
市

調
布
市

大
田
区

合
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

男
女
小
計
男
女
小
計
男
女
小
計

1
あ
り

8
1
6
2
4
4
7
1
1
5
6
1
1
4
6
6
.6
%
1
2
.5
%
9
.6
%
5
.5
%
6
.7
%
6
.2
%
7
.0
%
5
.8
%
6
.3
%
7
.7
%

2
時
間
と
お
金
が
か
か
っ
て
も
、
症
状

が
良
く
な
る
な
ら
受
け
て
み
た
い
1
2
6
1
8
6
6
1
2
1
5
6
3
6
9
.9
%
4
.7
%
7
.2
%
8
.2
%
5
.8
%
6
.8
%
1
.4
%
4
.8
%
3
.4
%
6
.0
%

3
簡
単
で
あ
れ
ば
受
け
て
み
た
い
4
4
4
0
8
4
2
4
3
8
6
2
3
1
4
2
7
3
2
1
9
3
6
.4
%
3
1
.3
%
3
3
.7
%
3
2
.9
%
3
6
.5
%
3
5
.0
%
4
3
.7
%
4
0
.4
%
4
1
.7
%
3
6
.4
%

4
関
心
が
な
い

1
0
1
7
2
7
1
1
2
3
3
4
7
1
3
2
0
8
1
8
.3
%
1
3
.3
%
1
0
.8
%
1
5
.1
%
2
2
.1
%
1
9
.2
%
9
.9
%
1
2
.5
%
1
1
.4
%
1
3
.5
%

5
よ
く
分
か
ら
な
い

4
7
4
9
9
6
2
8
3
0
5
8
2
7
3
8
6
5
2
1
9
3
8
.8
%
3
8
.3
%
3
8
.6
%
3
8
.4
%
2
8
.8
%
3
2
.8
%
3
8
.0
%
3
6
.5
%
3
7
.1
%
3
6
.4
%

計
1
2
1
1
2
8
2
4
9
7
3
1
0
4
1
7
7
7
1
1
0
4
1
7
5
6
0
1
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%
1
0
0
.0
%

※
減
感
作
療
法
と
は
、
皮
下
注
射
等
で
花
粉
エ
キ
ス
を
体
内
に
入
れ
て
、
徐
々
に
体
を
慣
ら
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
に
く
い
体
質
に
改
善
す
る
花
粉
症
の
根
本
的
治
療
法
。
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